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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

沈
黙
は
金
？

い
や
い
や
・
・
・

　

人
差
し
指
を
口
に
当
て
、
一
見
「
シ
ー
ッ
」
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
仕
草
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
タ
イ
ト
ル
は

「Listen

」「
よ
ー
く
聞
き
な
さ
い
」
だ
。「
い
い
で
す
か
？

大
事
な
要
点
は
こ
こ
で
す
よ
」と
指
を
立
た
せ
て
い
る
の
だ
。

よ
く
見
る
と
指
先
が
唇
の
上
で
は
な
く
鼻
の
先
に
あ
る
。

　

作
家
ジ
ム
・
レ
ナ
ー
ト
は
１
９
５
８
年
に
生
ま
れ
、
ネ
バ

ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
ユ
タ
州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
で
育
っ

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
10
年
間
苦
労
を
重
ね
た
後
、
レ
ナ
ー
ト

は
自
身
の
芸
術
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
追
求
し
た
い
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
、
１
９
９
０
年
に
彫
刻
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

93
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示

を
始
め
、
そ
れ
以
来
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
作
品
は
記

念
碑
的
公
共
展
示
「THINK BIG

」
か
ら
。

（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
６
番
街
55
丁
目
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

wiki

）
＝
が
１
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
選
へ
の
立
候
補
を
表

明
、
６
月
24
日
の
市
長
選
の
民

主
党
予
備
選
に
向
け
た
指
名
争

い
に
加
わ
っ
た
。

　

ク
オ
モ
氏
は
動
画
で
、
貧
困

や
犯
罪
な
ど
市
が
直
面
す
る
課

題
を
指
摘
し
、「
民
主
党
指
導

部
は
失
敗
し
た
」
と
批
判
、「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
建
て
直
し
、

私
た
ち
の
街
を
救
う
た
め
の
大

胆
な
行
動
計
画
を
開
始
す
る
必

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
前
知

事
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ

モ
氏
（
民
主
党
、
67
）
＝
写

真
（Photo:wikipedia.org/

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
民
主

党
が
強
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は

民
主
党
予
備
選
の
勝
利
者
が
市

長
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

　

ク
オ
モ
氏
の
出
馬
に
よ
り
、

市
長
選
の
構
図
は
大
き
く
変
わ

る
。
今
年
２
月
の
エ
マ
ー
ソ
ン

大
学
の
世
論
調
査
で
は
で
ク
オ

モ
氏
の
支
持
率
は
33
％
と
、
現

職
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

（
民
主
党
、
64
）
の
10
％
、
ス

コ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
前
市

会
計
監
査
官
（
民
主
党
、
64
）

の
８
％
、
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
ン
ダ

ー
市
会
計
監
査
官
（
民
主
党
、

55
）
の
６
％
な
ど
を
大
き
く
引

き
離
し
て
い
る
。

　

再
選
を
狙
う
現
職
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
（
民
主
党
、

64
）
は
汚
職
疑
惑
の
渦
中
に
あ

り
、
市
の
高
官
が
相
次
い
で
辞

任
す
る
な
ど
市
政
は
混
乱
。
加

え
て
移
民
対
策
で
ト
ラ
ン
プ
政

権
に
協
力
す
る
見
返
り
に
、
汚

職
事
件
で
の
起
訴
を
取
り
下
げ

る
よ
う
求
め
た
と
し
て
激
し
く

批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
オ
モ
氏
は
２
０
１
１
年
か

ら
州
知
事
を
務
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
で
指
導

力
を
発
揮
し
、
大
統
領
候
補
の

声
も
出
る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ

た
。
し
か
し
21
年
８
月
、
レ
テ

ィ
シ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
州
司
法

長
官
（
民
主
党
）
が
女
性
11
人

に
対
す
る
ク
オ
モ
氏
の
セ
ク
ハ

ラ
行
為
を
認
定
す
る
報
告
書
を

発
表
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
（
当

時
）
か
ら
も
辞
任
を
求
め
る
声

が
出
て
、
知
事
辞
任
に
追
い
込

ま
れ
た
。

　
　

夏
時
間
の
お
知
ら
せ

　

３
月
９
日
（
日
）
午
前
２
時

で
冬
時
間
が
終
了
し
、
夏
時
間

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
日
本
と

の
時
差
は
13
時
間
と
１
時
間
縮

ま
り
ま
す
。
土
曜
の
就
寝
の
前

に
時
計
の
針
を
１
時
間
進
め
る

こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

ク
オ
モ
前
Ｎ
Ｙ
州
知
事

Ｎ
Ｙ
市
長
選
に
出
馬
表
明

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
は
２
月
28
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
会
談
。
ロ
シ
ア
と
の
戦

争
終
結
に
向
け
た
和
平
交
渉
を

巡
り
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
不

満
を
表
明
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
支

援
し
て
き
た
米
国
に
対
し
「
無

礼
だ
」
と
非
難
、
報
道
陣
の
前

で
激
し
い
口
論
を
繰
り
広
げ
る

異
例
の
展
開
と
な
り
決
裂
し

た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
鉱
物
資
源
の
共
同
開
発

に
関
す
る
合
意
は
見
送
ら
れ

た
。
昼
食
会
も
共
同
記
者
会
見

も
中
止
と
な
り
、
追
い
出
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
後
に

し
た
。

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
入
り
記
者

を
前
に
し
て
の
米
大
統
領
と
外

国
首
脳
と
の
前
代
未
聞
の
決
裂

に
米
メ
デ
ィ
ア
各
社
は
驚
き
を

も
っ
て
報
じ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
28
日
付
は
「
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
を
激

し
い
応
酬
で
非
難
」
と
の
見
出

し
で
報
じ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
に
対
し
「
第

３
次
世
界
大
戦
に
賭
け
て
い

る
」
と
述
べ
た
こ
と
な
ど
会
見

を
事
細
か
く
報
じ
、「
記
憶
に

残
る
限
り
、
大
統
領
執
務
室
で

カ
メ
ラ
の
前
で
訪
問
中
の
外
国

指
導
者
を
こ
れ
ほ
ど
激
し
く
非

難
し
た
大
統
領
は
他
に
い
な

い
」
と
し
た
。

　

同
紙
は
、
会
談
前
に
共
和
党

の
リ
ン
ゼ
ー
・
グ
ラ
ム
上
院
議

員
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
支
持

す
る
超
党
派
議
員
団
の
一
員
と

し
て
「
餌
に
は
乗
ら
な
い
こ

と
。
メ
デ
ィ
ア
や
他
に
誰
か
ら

も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
口
論

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
こ
と
」
と

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
に
助
言
し
て

い
た
こ
と
も
報
じ
た
。「
タ
カ

派
で
ロ
シ
ア
に
対
抗
す
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
強
力
な
支
持
者
だ
っ

た
グ
ラ
ム
氏
と
マ
ル
コ
・
ル
ビ

オ
国
務
長
官
が
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
副
大
統
領
を
支
持
し
た
こ

と
は
、
共
和
党
が
い
か
に
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
従
っ
て
い
る
か

を
示
す
も
の
だ
」
と
書
い
て
い

る
。

　

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
28
日
付
は
「
ト
ラ

ン
プ
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
会
談
が

崩
壊
、
平
和
へ
の
希
望
を
脅
か

す
」
と
の
見
出
し
で
報
じ
た
。

「
通
常
は
密
室
で
行
わ
れ
る
意

見
の
相
違
が
メ
デ
ィ
ア
の
前
で

明
ら
か
に
な
り
、
議
論
の
雰
囲

気
は
不
和
に
変
わ
っ
た
」と
し
、

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
今
後
数
か

月
間
に
キ
エ
フ
に
ど
の
程
度
の

軍
事
的
、
政
治
的
支
援
を
提
供

す
る
用
意
が
あ
る
の
か
は
不
明

瞭
に
な
っ
た
」と
踏
み
込
ん
だ
。　

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

大統領執務室で
異例の口論決裂
トランプ、ゼレンスキー会談

米
メ
デ
ィ
ア
は
こ
う
見
る

https://www.restaurantnippon.com/
https://slide-method.com/welcome/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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令
和
７
年
２
月
７
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」）
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ.

Ｃ.

を
訪
問
し
た
石
破
茂

内
閣
総
理
大
臣
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
と
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
米
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の

友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
首
脳
会
談

日米首脳会談

　 よ り 詳 し い 情 報 は、 首 相 官 邸 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.kantei.go.jp/）、 外 務 省 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）をご覧ください。
　また、日本政府の政策や日本の魅力について、英文の日本政
府公式ホームページ「JapanGov」（http://www.japan.go.jp）や、
英文オンライン・マガジン「HIGHLIGHTING Japan」(和文も掲載。

https://www.gov-online.go.jp/hlj/en/)もご参照ください。
　この記事に関するご意見・ご感想は下記までお寄せください。
　　内閣府大臣官房政府広報室
　　Public Relations Offi  ce, Cabinet Offi  ce, Government of Japan
　　E-mail: g.kaigai@cao.go.jp

共同記者会見

　

冒
頭
、石
破
総
理
大
臣
か
ら
、

米
国
は
日
本
の
外
交
・
安
全
保

障
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
国
で

あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の

間
で
、
日
米
同
盟
を
更
な
る
高

み
に
引
き
上
げ
、「
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実

現
に
向
け
て
共
に
協
力
し
て
い

き
た
い
旨
述
べ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
両
首
脳
は
、
厳
し

く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
関

す
る
情
勢
認
識
を
共
有
し
、「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
の
実
現
に
向
け
て
緊
密
に

協
力
し
、
日
米
同
盟
を
新
た
な

高
み
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
首
脳
は
、
日
米
同

盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
を
高
め
、

日
米
が
直
面
す
る
地
域
の
戦
略

臣
か
ら
、
対
米
投
資
額
を
1
兆

ド
ル
と
い
う
未
だ
か
つ
て
な
い

規
模
ま
で
引
き
上
げ
た
い
、
そ

の
た
め
に
共
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
意
思
を
伝
え
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
、
日
本
企

業
に
よ
る
対
米
投
資
に
対
す
る

強
い
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
上
で
、
両
首
脳
は
、
両

国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を

整
備
し
て
投
資
・
雇
用
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
、
互
い
に
産
業

を
強
化
す
る
と
と
も
に
Ａ
Ｉ
や

先
端
半
導
体
等
の
技
術
分
野
に

お
け
る
開
発
で
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
こ
と
、
ま
た
、
成
長
す
る

イ
ン
ド
太
平
洋
の
活
力
を
取
り

込
む
取
組
を
力
強
く
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
日
米
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
更
に
高

い
次
元
に
引
き
上
げ
て
い
く
と

の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
双
方
に
利
の
あ
る
形
で
、

日
本
へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
増
加
も

含
め
、
両
国
間
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
両
首
脳
は
、
地
域
情

勢
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
）
両
首
脳
は
、
中
国
を
め

ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
東
シ
ナ

海
や
南
シ
ナ
海
等
に
お
け

る
あ
ら
ゆ
る
力
又
は
威
圧

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
の
試
み
に
反
対
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
両
首
脳
は
、
台
湾
海

峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。

（
二
）
両
首
脳
は
、
北
朝
鮮
情

勢
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題

に
共
に
対
処
す
る
必
要
性

や
、
北
朝
鮮
の
完
全
な
非

核
化
に
向
け
た
確
固
た
る

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
拉
致

問
題
の
即
時
解
決
に
つ
い

て
、
石
破
総
理
大
臣
か
ら

引
き
続
き
の
理
解
と
協
力

を
求
め
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
か
ら
全
面
的
な
支
持
を

得
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
両
首
脳
は
、
日
米

豪
印
、
日
米
韓
、
日
米
比
と
い

っ
た
同
志
国
連
携
を
更
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
両
首
脳
は
、
か
つ

て
な
く
強
固
に
な
っ
た
日
米
関

係
を
維
持
・
強
化
す
べ
く
、
引

き
続
き
日
米
で
緊
密
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
、
日
米

首
脳
共
同
声
明
を
発
出
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
石
破
総
理
大
臣
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
、
早
期
の

日
本
へ
の
公
式
訪
問
を
招
待
し

ま
し
た
。

日

本

国

政

府

（
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
）

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
両

首
脳
は
、
辺
野
古
に
お
け
る

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の

建
設
及
び
普
天
間
飛
行
場
の

返
還
を
含
む
沖
縄
統
合
計
画

に
従
っ
た
在
日
米
軍
再
編
の

着
実
な
実
施
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
両
首
脳
は
、
日
本

が
５
年
連
続
で
最
大
の
対
米

投
資
国
で
あ
る
こ
と
を
始
め
、

経
済
面
で
も
両
国
が
緊
密
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
石
破
総
理
大

日米首脳会談

的
課
題
に
緊
密
に
連
携
の
上
、

対
処
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。
石
破
総
理
大
臣
か
ら

は
、
日
本
の
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
が
表
明
さ
れ
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
こ
れ
を
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
米
国

に
よ
る
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
能

力
を
用
い
た
、
日
本
の
防
衛
に

対
す
る
米
国
の
揺
る
ぎ
な
い
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
調
し
ま
し

た
。
両
首
脳
は
、
日
米
安
全
保

障
条
約
第
５
条
が
尖
閣
諸
島
に

https://www.gov-online.go.jp/hlj/en/
mailto:g.kaigai@cao.go.jp
http://www.kantei.go.jp/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/
http://www.japan.go.jp
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日本大会で優勝「ヲタ芸」
3月12日に出場!!

　

ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
91
年
の
歴

史
上
、
世
界
初
の
公
式
ラ
イ
セ

ン
ス
で
「
ア
ポ
ロ
ア
マ
チ
ュ
ア

ナ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
24
〜
25
」
決

勝
が
開
催
さ
れ
、
観
客
か
ら
最

も
声
援
を
集
め
た
優
勝
者
が
、

優
勝
賞
金
１
万
ド
ル
と
Ｎ
Ｙ
ア

ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
出
演
権
を
獲

得
、
３
月
12
日
（
水
）
午
後
７

時
30
分
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ

ト
に
出
演
す
る
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
や

ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
な

ど
を
輩
出
し
、
黒
人
音
楽
の
殿

堂
と
し
て
有
名
な
ア
ポ
ロ
シ
ア

タ
ー
で
、
日
本
大
会
優
勝
者
と

し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
の

は
、
な
ん
と
日
本
発
の
新
し

い
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
「
ヲ
タ

芸
」
の
「
ゼ
ロ
か
ら
打
ち
師
は

じ
め
ま
す
」。
優
勝
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
「
ヲ
タ
芸
の
偏
見
に

苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
」
と

感
涙
し
た
。
来
日
し
た
Ｎ
Ｙ
ア

ポ
ロ
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
審
査
委
員
特

別
賞
に
選
ば
れ
た
、
伝
統
的
な

和
テ
イ
ス
ト
の
ダ
ン
サ
ー
戸
辺

葵
さ
ん
（
12
歳
）
と
共
に
、
新

旧
の
日
本
文
化
を
ブ
ラ
ッ
ク
カ

ル
チ
ャ
ー
の
中
心
で
世
界
の
観

客
に
披
露
す
る
。
入
場
料
は
30

ド
ル
か
ら
、
２
フ
ォ
ー
１
チ
ケ

ッ
ト
も
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.apollotheater.org/

を

参
照
。

　

吉
本
興
業
主
催
の
ア
ポ
ロ
ア

マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン

は
、
芸
能
事
務
所
や
レ
ー
ベ
ル

に
所
属
し
て
い
な
い
５
歳
か
ら

84
歳
ま
で
の
応
募
者
が
、
動
画

審
査
、対
面
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
、

公
開
予
選
、
決
勝
ま
で
６
か
月

間
か
け
て
日
本
全
国
で
熱
い
バ

ト
ル
を
繰
り
広
げ
た
。

ア
ポ
ロ
ア
マ
チ
ュ
ア

ナ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン
24～25

　

日
本
の
ラ
イ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
や

ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見

放
題
で
楽
し
め
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「Jme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）」。
３

月
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
は
、
朝
ド

ラ
「
お
む
す
び
」
が
28
日
に
最

終
回
。
30
日
か
ら
の
朝
ド
ラ
は

新
た
に
「
あ
ん
ぱ
ん
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』

を
生
み
出
し
た
や
な
せ
た
か
し

と
小
松 

暢
（
こ
ま
つ
・
の
ぶ
）

の
夫
婦
を
モ
デ
ル
に
し
た
愛
と

勇
気
の
物
語
だ
。
東
日
本
大
震

災
関
連
で
は
、土
曜
ド
ラ
マ「
水

平
線
の
う
た
」
前
編 

・
後
編
を

配
信
。 
阿
部
寛
ほ
か
が
出
演

し
、
音
楽
を
通
し
て
愛
し
い
人

の
思
い
を
繋
ご
う
と
す
る
人
々

を
鎮
魂
の
思
い
を
込
め
て
描
い

た
物
語
。
東
日
本
大
震
災 

〜

14
時
46
分 

被
災
地
の
祈
り
〜 

は
11
日
午
後
２
時
26
分
に
、
追

悼
の
祈
り
に
包
ま
れ
る
宮
城
・

岩
手
・
福
島
の
各
地
の
様
子
を

生
中
継
で
伝
え
る
。そ
の
ほ
か
、

新
横
綱
・
豊
昇
龍
が
注
目
さ
れ

る
大
相
撲
春
場
所
、
全
日
本
バ

ス
ケ
男
子
決
勝
、
競
泳
日
本
選

手
権
、
春
の
選
抜
高
校
野
球
準

決
勝
・
決
勝
な
ど
、Jme

ス
ポ

ー
ツ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
熱
戦
の
模

様
を
再
配
信
す
る
。

　

Jme

に
ま
だ
未
加
入
の
人
向

け
に
、
５
日
間
無
料
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
中
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://watch.jme.

tv/

を
参
照
す
る
。

Jme 3月の番組
日本のドラマや映画

https://www.nipponclub.org/
https://japanvillage.com/
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://e-kaigo.net/
https://www.licensepower.net/
https://www.yoobalancetherapy.com/
https://ishitanihealth.com/
https://www.apollotheater.org/
https://www.apollotheater.org/
https://www.apollotheater.org/
https://www.apollotheater.org/
https://watch.jme.tv/
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昨
年
12
月
の
「
特
殊
詐
欺
に

関
す
る
注
意
喚
起
」
の
発
出
以

降
も
、
闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
、

犯
罪
組
織
等
に
「
か
け
子
」
や

「
受
け
子
」
と
し
て
海
外
で
特

殊
詐
欺
に
加
担
さ
せ
ら
れ
、
そ

の
結
果
、
現
地
警
察
に
拘
束
ま

た
は
保
護
さ
れ
る
事
案
が
発
生

し
て
い
る
。
最
近
は
未
成
年
者

が
海
外
で
特
殊
詐
欺
に
加
担
さ

せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て

お
り
、
犯
罪
組
織
内
部
で
暴
行

を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
海

外
で
あ
っ
て
も
犯
罪
行
為
に
対

す
る
罰
は
免
れ
な
い
。
成
人
・

未
成
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

種
の
求
人
に
安
易
に
応
募
し
な

い
よ
う
、
ま
た
意
図
せ
ず
犯
罪

の
加
害
者
に
な
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、十
分
慎
重
に
行
動
す
る
。

　

犯
罪
組
織
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て

甘
い
誘
い
文
句
で
「
捨
て
駒
」

と
な
る
実
行
役
を
募
っ
て
い

る
。
犯
罪
組
織
に
と
っ
て
「
闇

バ
イ
ト
の
応
募
者
は
使
い
捨
て

要
員
」
で
あ
る
た
め
、
現
地
警

察
に
拘
束
さ
れ
て
も
、
犯
罪
組

織
は
助
け
て
く
れ
な
い
。
万
が

一
関
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ

た
場
合
、
一
人
で
悩
み
、
抱
え

込
む
こ
と
な
く
、
家
族
等
の
近

し
い
人
や
警
察
等
に
助
け
を
求

め
る
。
ま
た
、
現
地
の
日
本
大

使
館
・
総
領
事
館
に
相
談
す
る
。

（
１
）
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に

海
外
で
、
特
殊
詐
欺
に
加
担
さ

せ
ら
れ
た
結
果
、
現
地
警
察

に
拘
束
さ
れ
る
事
案
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

２
０
２
３
年
８
月
、
24
年
12
月

に
「
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
注
意

喚
起
」
を
発
出
し
、
注
意
を
促

し
て
き
た
。
し
か
し
、
犯
罪
組

織
等
に
「
か
け
子
」
や
「
受
け

子
」
と
し
て
海
外
で
特
殊
詐
欺

に
加
担
さ
せ
ら
れ
、そ
の
結
果
、

現
地
警
察
に
拘
束
さ
れ
る
事
案

加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

外
務
省
が
海
外
在
留
邦
人
に
注
意
喚
起

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

が
、
同
社
の
動
画
・

音
声
サ
ー
ビ
ス
、
ス

カ
イ
プ
（Skype

）

の
終
了
を
発
表
し

た
。
同
サ
ー
ビ
ス

は
5 

月
か

ら
使
用
不

可
能
と
な

り
、
現
在
使

わ
れ
て
い

る
ロ
グ
イ

ン
情
報
は

近
日
中
にM

icrosoft 
Teams 

の
無
料
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
ら
し

い
。
ス
カ
イ
プ
の
誕
生

は
２
０
０
３
年
。
国
際

電
話
の
た
め
に
格
安

の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー

ド
を
購
入
し
て
い
た

自
分
に
と
っ
て
、
無

料
で
使
い
放
題
、
し
か
も
音
声

だ
け
で
な
く
動
画
ま
で
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
る
同
技
術
に
は
大
い
に

助
け
ら
れ
た
。
今
で
こ
そ
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ

イ
ス
タ
イ
ム
、
そ
れ
に
前
述

のM
icrosoft Teams

等
、
日

常
的
な
音
声
動
画
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
当
た
り
前

の
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時

は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変

す
る
ほ
ど
の
大
き
な
出
来
事
だ

っ
た
。
２
０
０
２
年
か
ら
コ
ラ

ム
を
執
筆
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
、
過
去
23
年
間
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
生
み
出
し
て
き
た
新

し
い
技
術
に
興
奮
す
る
一
方

で
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
姿

を
消
し
て
い
っ
た
技
術
も
数
多

く
見
て
い
る
が
、
今
回
の
ス
カ

イ
プ
の
「
勇
退
」
に
は
今
ま
で

に
な
く
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気

持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ

は
「
ス
カ
イ
プ
、
し
ま
し
ょ
う

か
？
」
を
合
言
葉
に
連
絡
を
頻

繁
に
取
り
合
っ
て
い
た
私
の
友

人
が
昨
年
、
突
如
と
し
て
こ
の

世
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
事
に
も
起
因
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
国
際
電

話
代
を
気
に
か
け
る
必

要
が
な
い
か
ら
、
成
り

行
き
次
第
で
何
時
間
で

も
話
し
続
け
、
交
わ
し

た
言
葉
の
数
だ
け
、
お

互
い
の
理
解
が
深
ま
っ

て
い
く
。
も
し
も
ス
カ

イ
プ
が
無
け
れ
ば
、
と

っ
く
に
疎
遠
に
な
っ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い

と
す
ら
考
え
る
。
Ｉ
Ｔ

技
術
は
、
時
と
し
て
非

人
間
的
な
、
乾
い
た
冷

た
い
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し

出
す
。
た
だ
、
使
う
の

は
我
々
人
間
。
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
、
私
達
の
日
常
に
沢

山
の
ド
ラ
マ
や
思
い
出
を
作
り

出
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
米
国
に

来
た
ば
か
り
の
１
９
９
５
年
に

初
め
て
使
っ
た
接
続
ソ
フ
ト
は

Ａ
Ｏ
Ｌ
。
ピ
ー
と
い
う
モ

デ
ム
の
音
も
脳
裏
に
刻
ま

れ
て
い
る
。
無
か
ら
始
ま

っ
た
ネ
ッ
ト
初
期
か
ら
の

変
遷
、
様
々
な
思
い
出
と

と
も
に
、
大
切
な
経
験
と

し
て
記
憶
に
留
め
て
お
き

た
い
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
。（
え
が
わ
・
な
か
ば

／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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R.I.P Skype

　

ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
就
任
１
か
月
と
い
う
短
い

期
間
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
政

策
が
変
更
さ
れ
て
大
騒
ぎ
と
な

っ
て
い
る
。
で
は
、
日
本
の
場

合
は
ど
う
か
と
い
う
と
。
政
治

の
不
安
定
化
は
日
本
で
も
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
一
言
で
言
え

ば
、
今
回
の
不
安
定
化
は
、
そ

の
構
造
が
大
変
に
複
雑
で
あ

る
。
例
え
ば
、
与
党
で
あ
る
自

民
党
と
公
明
党
に
よ
る
連
立
政

権
が
野
党
連
合
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
１
９
９
３
年
の
細
川
政

権
、
２
０
０
９
年
の
鳩
山
政
権

な
ど
と
構
図
は
同
じ
こ
と
に
な

る
。
け
れ
ど
も
、
現
在
の
状
況

は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で

は
な
い
。

　

何
故
か
と
い
う
と
、
３
つ
の

異
な
っ
た
問
題
が
自
覚
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
渾
沌
と
混
ざ
り
合

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
あ
る
意
味

で
、
渾
沌
の
中
で
闇
へ
突
き
進

も
う
と
い
う
絶
望
的
な
状
況
に

も
思
え
る
。
ま
ず
、
３
つ
の
問

題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

１
点
目
は
、
自
民
党
が
苦
境

に
立
ち
至
っ
た
政
治
資
金
の
問

題
で
あ
る
。
資
金
集
め
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
や
っ
て
、
目
標
を
超

え
た
場
合
は
カ
ネ
が
簿
外
に
隠

さ
れ
て
、
使
途
不
明
に
な
っ
て

い
る
、
こ
れ
は
問
題
だ
。
実
態

と
し
て
は
、
地
方
の
集
票
マ
シ

ン
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
飲

み
食
い
の
カ
ネ
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
ら
し
い
が
、
政
治
家
達

に
は
必
要
悪
と
い
う
認
識
か
ら

被
害
者
意
識
こ
そ
あ
れ
罪
悪
感

は
薄
い
。

　

有
権
者
は
、
こ
の
問
題
で

１
０
０
％
の
浄
化
は
不
可
能
だ

と
い
う
匂
い
を
嗅
ぎ
取
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
民
党
そ

の
も
の
が
危
機
に
陥
る
。
そ
ん

な
中
で
石
破
氏
を
総
理
総
裁
に

選
択
し
た
の
は
世
論
受
け
を
狙

っ
て
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
石
破

氏
に
は
党
内
を
改
革
す
る
権
限

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
参
院
選
で
は
大
惨
敗

も
あ
り
得
る
状
況
だ
。

　

２
点
目
は
、
財
政
規
律
の
問

題
で
あ
る
。
国
税
に
地
方
税
、

更
に
社
会
保
険
料
を
含
め
た
国

民
負
担
率
は
限
り
な
く
50
％
に

近
づ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

重
税
感
へ
の
不
満
は
国
民
共
通

の
問
題
だ
。
１
０
３
万
円
の

「
壁
」
問
題
は
、
様
々
な
案
と

駆
け
引
き
の
中
で
ま
だ
決
着
が

つ
い
て
い
な
い
が
、
そ
の
背
景

に
は
有
権
者
の
怒
り
が
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
国
民
民
主
党
は

こ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
上
手
く
引

き
寄
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。

　

反
対
に
財
政
規
律
に
固
執
す

る
財
務
省
は
今
の
と
こ
ろ
悪
玉

に
な
っ
て
い
る
。
ザ
イ
ム
真
理

教
な
ど
と
散
々
な
言
わ
れ
よ
う

だ
が
、
彼
ら
に
は
彼
ら
の
理
屈

が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
し
て
真

摯
な
説
明
か
ら
逃
げ
る
の
か
理

解
に
苦
し
む
。
日
本
の
国
家
債

務
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
先
進
国
中

最
悪
だ
。
け
れ
ど
も
、
豊
か
な

個
人
金
融
資
産
が
相
殺
し
て
お

り
、
対
外
債
務
に
転
じ
て
は
い

な
い
。
ま
た
、
日
本
の
経
済
規

模
は
未
だ
に
巨
大
で
あ
り
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
へ
の

基
金
提
供
国
で
も
あ
る
。
従
っ

て
、
日
本
の
財
政
は
世
界
の
中

で
「
大
き
過
ぎ
」
て
潰
せ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
あ
る
時
点
で
日
本

は
国
際
市
場
に
国
債
を
売
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
し
、
そ

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
規

模
的
に
潰
せ
る
よ
う
に
な
る
時

期
が
来
る
。

　

財
務
省
は
、
こ
の
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
軍
事
援

助
を
貸
し
金
だ
と
し
て
脅
し
つ

つ
小
国
の
運
命
を
大
国
間
で
取

引
す
る
よ
う
な
時
代
に
は
、
国

家
の
破
綻
は
そ
の
ま
ま
地
政
学

上
の
問
題
に
発
展
す
る
危
険
も

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
Ｘ

デ
ー
を
１
年
で
も
先
に
繰
り
延

べ
る
た
め
に
、
財
務
省
は
何
も

言
わ
ず
に
悪
者
に
な
っ
て
い

る
。
本
来
は
、
必
要
な
改
革
を

行
っ
て
産
業
構
造
を
知
的
価
値

創
造
型
に
転
換
し
財
政
を
健
全

化
す
る
の
が
正
当
だ
が
、
現
在

の
嫌
税
世
論
と
財
務
省
が
に
ら

み
合
っ
て
い
る
構
図
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
な
い
。

　

３
つ
目
は
、
若
い
世
代
を
中

心
に
、
既
成
の
権
威
を
全
面
否

定
す
る
衝
動
が
拡
大
し
て
い
る

と
い
う
点
だ
。
兵
庫
県
知
事
選

を
巡
る
騒
動
や
、
立
花
孝
志
氏

の
活
動
な
ど
が
こ
の
モ
メ
ン
タ

ム
を
興
味
本
位
で
煽
っ
て
い
る

中
で
、
事
態
は
ど
ん
ど
ん
流
動

化
し
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
の

は
、
既
成
の
権
威
へ
の
反
発
だ

け
で
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
の

軸
は
見
え
な
い
。

　

そ
ん
な
中
で
、
自
民
党
や
立

憲
民
主
党
に
つ
い
て
は
、
彼
ら

に
は
古
び
た
既
成
勢
力
と
し
か

映
っ
て
い
な
い
。
維
新
の
会
に

し
て
も
、
小
さ
な
政
府
論
で
一

貫
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ

が
、
大
阪
万
博
の
一
件
で
既
に

信
用
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
既
成
勢
力
を
否
定
す
る

の
は
良
い
と
し
て
も
、
と
に
か

く
若
者
の
衝
動
に
は
軸
が
見
え

な
い
。
よ
り
徹
底
し
た
小
さ
な

政
府
論
で
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
な

方
向
性
を
目
指
す
の
か
、
そ
れ

と
も
世
代
闘
争
を
仕
掛
け
る
の

か
、
あ
る
い
は
時
代
遅
れ
と
な

っ
た
中
進
国
型
の
教
育
を
改
革

す
る
の
か
、
結
集
の
軸
は
全
く

見
え
な
い
。
昨
年
の
都
知
事
選

不
安
定
化
始
ま
る
、
日
本
の
政
治
状
況
の
問
題
点

で
善
戦
し
、
新
党
結
党
を
目
指

し
て
い
る
石
丸
伸
二
氏
に
し
て

も
そ
う
だ
。

　

一
つ
の
恐
れ
と
し
て
は
、
若

い
世
代
の
現
状
否
定
の
流
れ

が
、
現
在
ア
メ
リ
カ
で
進
行
し

て
い
る
よ
う
な
過
激
な
政
府
の

リ
ス
ト
ラ
の
要
求
へ
向
か
う
可

能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
ま

で
一
足
飛
び
に
向
か
う
の
は
全

く
適
切
で
は
な
い
。
今
、
日
本

に
必
要
な
の
は
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
で
は

な
く
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
や
鄧
小
平

の
改
革
で
あ
り
、
高
い
教
育
水

準
に
見
合
う
だ
け
の
知
的
生
産

性
を
確
保
す
る
た
め
の
改
革
で

あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
実
現
も
で

き
な
い
う
ち
か
ら
、
公
共
セ
ク

タ
ー
を
壊
し
、
民
間
の
優
良
な

部
分
は
更
な
る
空
洞
化
に
向
か

う
よ
う
で
は
国
の
衰
退
は
加
速

す
る
だ
け
と
な
ろ
う
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

が
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
。

（
２
）
成
人
・
未
成
年
に
か
か

わ
ら
ず
、
短
期
間
で
多
額
の
報

酬
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
は

海
外
で
も
無
い
こ
と
を
十
分
認

識
し
、
こ
う
し
た
求
人
に
安
易

に
応
募
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
ま
た
意
図
せ
ず
犯
罪
の

加
害
者
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

（
３
）
犯
罪
組
織
が
、「
闇
バ
イ

ト
」
等
と
犯
罪
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
を
伝
え
ず
、「
外
国
に
遊

び
に
お
い
で
」
や
「
リ
ゾ
ー
ト

で
息
抜
き
し
よ
う
」
等
、
好
奇

心
を
く
す
ぐ
り
安
心
感
を
与
え

る
甘
い
誘
い
文
句
を
用
い
て
海

外
に
渡
航
さ
せ
、
そ
の
後
拘
束

し
て
犯
罪
を
強
要
す
る
事
案
も

発
生
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
だ
け
で
知
り
合
っ
た
知

人
か
ら
の
甘
い
誘
い
に
は
必
ず

警
戒
心
を
持
ち
、
周
囲
に
相
談

す
る
な
ど
し
、
慎
重
に
行
動
す

る
。（
４
）
闇
バ
イ
ト
に
応
募

Ｎ
Ｙ
州
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
確
執

市
長
汚
職
容
疑
や
渋
滞
税
導
入
で

し
一
度
犯
罪
に
加
担
し
て
し
ま

う
と
「
や
め
た
い
」
と
思
っ
て

も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ

ら
れ
て
軟
禁
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
ま
た
自
分
自
身
や

家
族
等
の
個
人
情
報
を
も
と
に

脅
迫
さ
れ
、
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
ば
か

り
か
、
犯
罪
組
織
内
で
暴
行
を

受
け
る
等
の
お
そ
れ
も
あ
り
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
事
例
が
発

生
し
て
い
る
。（
５
）
犯
罪
組

織
に
と
っ
て
「
闇
バ
イ
ト
の
応

募
者
は
使
い
捨
て
要
員
」
な
の

で
、
現
地
警
察
に
拘
束
さ
れ
て

も
、
犯
罪
組
織
は
助
け
な
い
。

ま
た
海
外
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪

行
為
に
対
す
る
罰
か
ら
免
れ
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

「
知
ら
な
か
っ
た
」、「
聞
い
て

い
た
内
容
と
は
違
っ
て
い
た
」

と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
て
も
、

何
ら
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
現

地
警
察
に
拘
束
さ
れ
、
現
地
ま

た
は
日
本
に
お
い
て
罰
せ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
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ト
ラ
ン
プ
政
権
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
と
の
確
執
は
、
司
法
省

が
２
月
10
日
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
に
対
す
る
汚

職
容
疑
に
つ
い
て
起
訴
を
取
り

下
げ
る
よ
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

連
邦
検
察
に
指
示
し
た
こ
と
で

再
燃
し
た
。
こ
れ
は
連
邦
移
民

当
局
へ
の
協
力
に
対
す
る
見
返

り
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
が
浮

上
し
て
い
る
が
、
市
長
は
ト
ラ

ン
プ
政
権
と
は
い
か
な
る
取
引

も
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

　

収
賄
罪
の
起
訴
を
担
当
し
て

い
た
ダ
ニ
エ
ル
・
サ
ス
ー
ン
連

邦
検
察
官
と
司
法
省
で
も
２
人

が
起
訴
取
り
下
げ
を
拒
み
、
辞

任
す
る
な
ど
混
乱
が
起
き
て
い

る
。
連
邦
地
裁
は
21
日
、
判
断

を
保
留
す
る
と
決
定
、
外
部
の

弁
護
士
を
選
任
し
て
３
月
上
旬

ま
で
に
独
立
し
た
立
場
か
ら
取

り
下
げ
の
是
非
に
つ
い
て
法
的

助
言
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
司
法
省
の
パ
ム
・

ボ
ン
デ
ィ
司
法
長
官
は
２
月
12

日
、
移
民
法
執
行
を
め
ぐ
り

ホ
ウ
ク
ル
知
事
と
レ
テ
ィ
シ

ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
Ｎ
Ｙ
州
司
法

長
官
を
相
手
取
り
訴
訟
を
起
こ

す
と
発
表
し
た
。
ボ
ン
デ
ィ
司

法
長
官
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

米
国
民
よ
り
も
不
法
移
民
を
優

先
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク

ル
知
事
は
先
月
21
日
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
の
大
統
領
執
務
室
で

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
一
対
一
で

会
談
、
２
人
は
１
時
間
に
わ
た

り
、
渋
滞
税
、
移
民
、
イ
ン
フ

ラ
、
経
済
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

洋
上
風
力
、
原
子
力
発
電
な
ど

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
主
要
優
先
事

項
に
つ
い
て
率
直
に
話
し
合
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
今

年
１
月
５
日
よ
り
渋
滞
税
が
導

入
さ
れ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
２
月
19
日
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

停
止
を
命
じ
て
い
る
。

http://goldsteinvisa.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）3月 8日（土）

津田先生さようなら
 　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
１

日
、
英
語
を
米
国
の
公
用
語

と
し
て
定
め
る
行
政
命
令
に

署
名
し
た
。

　

米
国
で
は
歴
史
的
に
も
公

式
文
書
に
は
英
語
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
公
用
語
は
定
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
世

界
で
も
１
９
５
か
国
の
う
ち

１
８
０
か
国
で
公
用
語
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
同
計
画
に
つ
い
て

「
統
一
を
促
し
、
官
営
の
効

率
を
上
げ
、
市
民
参
加
の
経

路
を
作
り
出
す
た
め
」
と
伝

え
て
い
る
。
同
大
統
領
令
が

執
行
す
る
と
、
行
政
機
関
や

団
体
が
受
理
で
き
る
連
邦
助

成
金
は
、
英
語
で
の
み
指
導

す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

米
国
勢
調
整
局
に
よ
る

と
、
米
国
で
は
英
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
中
国
語
、
タ
ガ
ロ

グ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
を
筆
頭

に
３
５
０
以
上
の
言
語
が
話

さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
、

当
時
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
は
英
語
が
堪
能
で
な

い
市
民
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
言
語

の
翻
訳
版
作
成
な
ど
の
取
り

組
み
を
連
邦
機
関
や
助
成
機

関
に
委
任
す
る
大
統
領
令
に

署
名
し
た
。
し
か
し
17
年
ト

ラ
ン
プ
政
権
下
で
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
公
式
サ
イ
ト
の
ス

ペ
イ
ン
語
ペ
ー
ジ
を
削
除
、

そ
の
後
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン

政
権
下
で
ス
ペ
イ
ン
語
ペ
ー

ジ
は
戻
っ
た
が
、
今
年
１
月

再
び
削
除
さ
れ
た
。

  

米
国
の
公
用
語
は
英
語

大
統
領
令
に
署
名

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第110回例会/令和7年3月例会のお知らせ  
開催日： 令和7年3月20日(木曜日)   
会　場： 日系人会ホール
             （49 West 45th Street, 5th Floor,  
 New York, NY 10036）    
演　題： 「宣戦の詔書」にみる天皇の苦衷
 －開戦時の国家意思の表明－    
開　場： 17:45（軽飲食あり） 
時　間： 18:15 ～20:30（途中休憩を含む） 
講　師： 高崎康裕（会長）    
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
 初回参加無料 
参加申込： Eメール rekishikenkyuny@gmail.com 
 研究会事務局 
今年が日本にとって「戦後80年」の節目の年に当たる
ことから、前回の「終戦の詔勅」の解説に続いて、今
月は「宣戦の詔書」について学ぶ。 
敗戦後の日本では、満州事変以降の日本側の時局認識
は、軍国主義という一言の下で否定され、現在の高校
歴史教育の中でも「何故日本が開戦に踏み切らざるを
えなったか」について触れられることは殆どない。 
「宣戦の詔書」には、当時の時局認識を含め、開戦に
至る迄の日本の事情が詳しく説明されている。 
今改めてその内容を読みながら、開戦時の日本の国家
意思がどのようなものであったのかを考える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

昨
年
12
月
４
日
に
起
き
た
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｃ
Ｅ

Ｏ
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン

氏
の
射
殺
事
件
で
起
訴
さ
れ
た

米
保
険
会
社

Ｃ
Ｅ
Ｏ
射
殺

被
告
が
初
出
廷

　

去
る
２
月
18
日
未
明
に
亡
く

な
っ
た
国
連
国
際
学
校
（
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｓ
）
の
元
日
本
語
教
師
で
、

米
国
北
東
部
日
本
語
教
師
会
会

長
の
津
田
和
男
さ
ん
（
77
）
の

葬
儀
が
２
月
28
日
、
グ
リ
ニ
ッ

ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
葬
儀
社
で
し
め

や
か
に
行
わ
れ
、
小
島
寛
之
国

際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
、
マ
ー

ヤ
ン
・
バ
ル
カ
ン
・
ハ
ン
タ
ー

カ
レ
ッ
ジ
日
本
語
日
本
文
化
科

長
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

国
際
研
究
所
並
び
に
エ
ド
ウ
ィ

ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
研
究
所
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー

の
カ
ル
ダ
ー
淑
子
さ
ん
ら
日
本

語
教
育
に
携
わ
る
関
係
者
や
多

く
の
教
え
子
た
ち
が
集
ま
り
故

人
を
偲
ん
だ
。ま
た
３
日
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
で
お
別
れ
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

津
田
さ
ん
は
、
２
年
前
に
退

職
す
る
ま
で
米
国
東
海
岸
で
日

本
語
を
学
ぶ
現
地
校
の
高
校
生

を
対
象
に
国
連
国
際
学
校
を
会

場
に
開
催
し
て
き
た「
春
祭
り
」

を
29
年
間
に
わ
た
っ
て
主
催
し

た
。30
年
目
に
当
た
る
今
年
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｊ
文
化
祭
＠
ハ
ン
タ

ー
大
学
と
名
称
を
改
め
て
、
会

場
も
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
移

し
、
津
田
さ
ん
は
開
会
式
で
も

生
徒
た
ち
の
前
で
元
気
な
姿
を

見
せ
て
挨
拶
、
日
本
語
を
学
ぶ

現
地
校
の
高
校
生
と
大
学
生
が

初
め
て
交
流
す
る
悲
願
の
高
校

大
学
連
携
を
達
成
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
。　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
お
別
れ
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

３
日
午
後
、
津
田
先
生
の
お
別

れ
会
が
開
催
さ
れ
た
。
葬
儀
と

同
様
に
中
垣
顕
實
法
師
が
読
経

し
、
喪
主
代
理
の
田
村
賢
哉
さ

ん
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

　
「
訃
報
を
知
っ
た
の
は
、
2

月
19
日
の
朝
、
九
州
の
自
宅
か

ら
東
京
へ
向
か
う
道
中
だ
っ

た
。
何
か
窓
口
と
な
れ
な
い
か

と
21
日
に
ご
遺
族
の
ご
兄
弟
と

面
会
し
、
私
が
連
絡
や
調
整
を

引
き
受
け
る
形
に
な
り
ま
し

た
。
昨
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
検

Ｎ
Ｙ
で
日
本
語
学
ん
だ
教
え
子
ら

最
後
の
お
別
れ
に
涙

視
官
事
務
所
よ
り
正
式
に
連
絡

が
あ
り
、
津
田
先
生
の
死
因
は

高
血
圧
性
心
血
管
疾
患
に
よ
る

自
然
死
で
、
事
件
性
は
な
い
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
と
ご
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
遺
族

も
「
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
も

構
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。 

出
発
前
に
は

ご
兄
弟
の
も
と
を
訪
ね
、「
和

男
も
こ
ん
な
に
多
く
の
方
に
慕

わ
れ
、
良
い
お
別
れ
の
場
を
作

っ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い

る
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
際
、
妹
の
眞
美

子
さ
ま
が
考
案
な
さ
っ
た
法

名
「
慈
光
院
釋
和
道
」
も
授
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
慈
光
」

と
は
「
楽
し
み
を
与
え
、
苦
し

み
を
取
り
除
く
光
」
で
あ
り
、

そ
こ
に“

和”

の
精
神
を
も
っ

て
人
々
を
導
い
て
こ
ら
れ
た
津

田
先
生
の
人
生
を
象
徴
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
先
生
が
50

年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ

た
功
績
が
、
海
を
越
え
て
ご
家

族
に
も
伝
わ
り
、
私
も
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
戻
り

ま
し
た
ら
、
ご
遺
族
に
し
っ
か

り
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
津
田
先
生
も
き
っ
と
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

ま
だ
悲
し
み
は
消
え
ま
せ
ん

が
、
先
生
の
遺
志
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
」

津田先生に別れを告げる元教え子たち（２月 28日、グリニッチビレッジ葬儀社で）

お別れ会がしめやかに行われた（３月３日NY日系人会で）

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
２
月

28
日
付
は
「
対
立
的
な
会
談
が

米
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
脅

か
す
」
と
の
見
出
し
で
会
見
を

詳
細
に
報
じ
た
。「
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
氏
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
新
た

な
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
会

談
は
計
画
さ
れ
、
双
方
が
楽
観

的
な
見
通
し
を
示
し
て
い
た
こ

と
を
考
え
る
と
こ
の
展
開
は
意

外
な
も
の
だ
っ
た
」
と
し
て
い

る
。グ
ラ
ム
上
院
議
員
か
ら「
餌

に
乗
ら
な
い
よ
う
に
」
と
釘
を

刺
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
連
し

「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
が
ど
う
し

て
罠
に
は
ま
っ
た
の
か
理
解
で

き
な
い
」
と
い
う
西
側
の
上
級

外
交
官
の
声
を
伝
え
て
い
る
。

　

同
紙
は
３
月
２
日
付
で
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
の
マ
ー
ク
・
テ
ィ
ー

セ
ン
氏
の
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏

の
頑
固
さ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
た
」
と
す
る

オ
ピ
ニ
オ
ン
記
事
を
掲
載
、「
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
関
係
を
修

復
す
る
か
辞
任
す
る
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。
テ
ィ
ー
セ
ン
氏
は
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の

元
シ
ニ
ア
・
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ

ー
で
現
在
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
の
研

究
員
。
会
談
前
日
、「
鉱
物
資

源
取
引
は
あ
る
意
味
で
和
平
協

定
よ
り
も
重
要
だ
。
そ
れ
が
実

行
さ
れ
れ
ば
ロ
シ
ア
は
事
実
上

戦
争
に
負
け
た
こ
と
に
な
る
」
と

同
紙
27
日
付
で
指
摘
し
て
い
た
。

　

決
裂
会
談
直
前
の
２
月
26
日

か
ら
28
日
に
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

と
ユ
ー
ガ
ブ
が
実
施
し
た
世
論

調
査
で
は
米
国
民
の
52
％
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
支
持
し
、
44
％
が

ど
ち
ら
側
も
支
持
し
な
い
、
４

％
が
ロ
シ
ア
を
支
持
す
る
と
答

え
て
い
る
。　
（
１
面
に
記
事
）

ル
イ
ジ
・
マ
ン
ジ
ョ
ー
ネ
容
疑

者
（
26
歳
）
は
、
２
月
21
日
、

州
法
違
反
容
疑
で
起
訴
さ
れ
て

以
来
初
め
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

Ｎ
Ｙ
州
裁
判
所
に
出
廷
し
、
殺

人
お
よ
び
テ
ロ
容
疑
に
関
す
る

短
い
審
問
を
受
け
た
。
被
告
は

11
件
の
州
法
違
反
容
疑
に
対
し

て
無
罪
を
主
張
し
て
い
る
が
、

有
罪
判
決
が
下
れ
ば
、
同
被
告

は
仮
釈
放
の
可
能
性
の
な
い
終

身
刑
と
い
う
最
高
刑
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
同
被
告
の
弁
護
基
金

の
募
金
活
動
は
、
12
月
17
日
付

の
50
万
ド
ル
か
ら
２
月
20
日
現

在
１
０
０
万
ド
ル
に
増
額
さ
れ

て
い
る
。
募
金
活
動
の
主
要
寄

付
者
は
匿
名
が
多
い
が
、
最
高

額
は
匿
名
で
の
1
万
１
０
０
０

ド
ル
で
、
1
月
20
日
に
署
名
さ

れ
た
死
刑
執
行
大
統
領
命
令
を

寄
付
の
理
由
と
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ジ
ョ
ー
ネ
被
告
の
カ
レ

ン
・
ア
ニ
フ
ィ
ロ
弁
護
士
は
21

日
、
裁
判
が
「
大
々
的
に
報
道

さ
れ
て
い
る
」
た
め
、
公
正
な

裁
判
を
受
け
る
マ
ン
ジ
ョ
ー
ネ

被
告
の
権
利
は
「
影
響
を
受
け

て
い
る
」
と
主
張
し
、
連
邦
裁

判
で
検
察
側
と
協
議
す
る
間
、

弁
護
団
は
公
判
前
申
立
て
を
提

出
す
る
の
に
延
長
時
間
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

会
談
の
模
様
を
伝
え
る
３
月
１
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

首
脳
会
談
決
裂

米
紙
の
論
調

https://www.maxjob.com/
mailto:motaicoaching@gmail.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/


2025年（令和 7年）3月 8日（土） ［総　合］　　（6  ）
 

税
金
特
集

④

外
国
人
に
関
す
る
特
殊
規
定

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
連
邦
税
法
上
、
米
国
市

民
は
常
に
居
住
者
と
し
て
課
税

さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は

居
住
身
分
の
判
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
居
住
者
か
非
居

住
者
か
に
よ
っ
て
使
用
す
る

確
定
申
告
の
様
式
や
申
告
身

分
、
さ
ら
に
は
課
税
対
象
と
な

る
所
得
や
控
除
な
ど
も
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
居
住
者
と
非
居

住
者
の
両
方
の
居
住
者
身
分
を

年
中
に
有
す
る
二
重
身
分
者
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
に
対
し
て
異
な
っ
た
税

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
に
よ

っ
て
は
、
通
年
居
住
者
、
非
居

住
者
、
二
重
身
分
者
の
な
か
か

ら
最
も
条
件
の
良
い
身
分
を
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
税

務
上
の
居
住
身
分
を
適
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
。

▽
居
住
者
の
判
定
基
準

　

原
則
と
し
て
、
米
国
市
民
以

外
の
外
国
人
は
次
の
（
ａ
）
ま

た
は
（
ｂ
）
に
よ
っ
て
米
国
居

住
者
か
ど
う
か
を
判
定
し
ま

す
。

（
ａ
）
米
国
永
住
権
（
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
）
保
持
者: 
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
保
持
者
は
米
国
滞
在

日
数
に
関
係
な
く
居
住
者

（
ｂ
）
実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス

ト: 

ビ
ザ
を
保
持
す
る
外
国
人

は
、
実
際
に
米
国
に
滞
在
す
る

日
数
に
つ
い
て
実
質
的
滞
在
条

件
テ
ス
ト
を
満
た
す
と
居
住
者

（
例
外
規
定
あ
り
）

　

実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
と

は
、
対
象
の
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
31
日
以
上
あ
り
、
そ
の
年

の
滞
在
日
数
、
前
年
の
滞
在
日

数
の
３
分
の
１
、
お
よ
び
前
々

年
の
滞
在
日
数
の
６
分
の
１
の

合
計
が
１
８
３
日
以
上
あ
る
か

ど
う
か
で
判
定
す
る
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、
２
０
２
４
年

８
月
１
日
か
ら
年
末
ま
で
米
国

に
い
た
方
は
24
年
の
米
国
滞
在

日
数
は
１
５
３
日
の
た
め
、
そ

Ｆ
ビ
ザ
（
学
生
）、Ｍ
ビ
ザ
（
専

門
学
校
学
生
）、
Ｑ
ビ
ザ
（
国

際
文
化
交
流
訪
間
者
ビ
ザ
）
を

保
持
し
て
い
る
場
合

（
ｂ
）Closer Connection: 

実

質
的
滞
在
条
件
の
日
数
計
算
上

は
居
住
者
と
な
る
場
合
で
も
、

対
象
と
な
る
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
１
８
３
日
未
満
で
あ
り
、

米
国
よ
り
も
む
し
ろ
外
国
と
の

経
済
上
、生
活
上
の
関
係
が
深
く
、

仕
事
や
住
居
も
１
年
を
通
じ
て

米
国
外
に
あ
る
と
い
う
場
合

▽
居
住
者
選
択

　

実
質
的
滞
在
テ
ス
ト
で
は
居

住
者
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

特
殊
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
居
住
者
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
扶
養
税
額
控

除
を
確
定
申
告
で
申
請
す
る
た

め
に
は
、
被
扶
養
者
が
米
国
居

住
者
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
米

国
に
来
た
初
年
度
は
、
実
質
的

滞
在
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
次
の
４
要
件
を
満

た
せ
ば
居
住
者
と
な
る
選
択
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）
対
象
年
の
米
国
滞
在
日
数

が
連
続
で
31
日
以
上
あ
る
こ
と

（
２
）
米
国
滞
在
日
数
が
、
連

続
31
日
以
上
あ
る
滞
在
期
間
の

初
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
合
計

日
数
の
75
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
米
国
入
国
年
の
翌
年
に

実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し
て

居
住
者
と
な
る
こ
と

（
４
）
米
国
入
国
年
の
前
年
度

は
通
年
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と

　

既
婚
者
の
方
は
、
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
た
め
に
は
夫
婦
が

共
に
米
国
の
通
年
居
住
者
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
滞
在

テ
ス
ト
で
は
非
居
住
者
や
二
重

身
分
者
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

で
も
、
通
年
居
住
者
を
選
択
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
年

居
住
者
と
な
る
と
、
実
際
に
米

国
に
い
な
か
っ
た
と
き
の
所
得

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

不
利
益
も
あ
り
ま
す
が
、
同
額

の
課
税
所
得
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
る
と
い
う

利
益
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶

者
間
の
所
得
水
準
に
偏
り
が
あ

る
場
合
は
、
通
年
居
住
者
と
し

て
夫
婦
合
算
申
告
を
行
う
こ
と

が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
ご
自
身
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
居
住
者
身
分
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
で
は

両
親
の
移
民
ス
テ
ー
タ
ス
に
関

係
な
く
ア
メ
リ
カ
国
内
で
生
ま

れ
た
す
べ
て
の
人
に
ア
メ
リ
カ

の
市
民
権
を
保
障
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
発
令
さ
れ

た
「
ア
メ
リ
カ
市
民
権
の
意
義

と
価
値
を
守
る
」(Protecting 

the M
eaning and Value of 

American Citizenship) 

と
題

さ
れ
た
大
統
領
令
は
こ
の
長
年

の
慣
習
に
重
大
な
変
更
を
も
た

ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
命
令
は
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
少
な
く
と

も
一
方
の
親
が
ア
メ
リ
カ
市
民

ま
た
は
合
法
的
永
住
者
（
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
保
持
者
）
で
あ
る

場
合
、
そ
し
て
出
産
が
ア
メ
リ

カ
の
領
土
内
で
行
わ
れ
る
こ
と

で
子
ど
も
が
市
民
権
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
変
更
は
、
Ｈ
１
ー

Ｂ
、
Ｌ
ー
１
、
Ｅ
ビ
ザ
等
の
ビ

ジ
ネ
ス
移
民
ビ
ザ
で
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
し
て
い
る
家
族
に
直
接

影
響
を
与
え
ま
す
。
非
移
民
ビ

ザ
保
持
者
の
子
ど
も
は
自
動
的

に
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
取
得
で

き
な
く
な
り
、
親
の
ビ
ザ
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
基
づ
く
従
属
的
な
非

移
民
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
出

生
時
は
ア
メ
リ
カ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
は
取
得
不
可
の
た
め
、
市
民

権
を
示
す
出
生
証
明
書
や
パ
ス

ポ
ー
ト
は
発
行
さ
れ
ず
、
子
ど

も
は
親
の
Ｈ
ー
４
、
Ｌ
ー
２
ビ

ザ
な
ど
に
基
づ
い
て
滞
在
資
格

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
発
令
に
対
し

て
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
連
邦
判
事

が
一
時
的
差
し
止
め
命
令
（
Ｔ

Ｒ
Ｏ
）
を
出
し
、
大
統
領
令
の

施
行
を
阻
止
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
今
後
さ
ら
な
る
訴
訟

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ

カ
連
邦
最
高
裁
判
所
が
判
断
を

下
す
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
差
し
止
め
命
令
が
継
続
さ

れ
て
い
る
間
は
ア
メ
リ
カ
国
内

で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
子
ど
も

に
今
ま
で
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
重
要
な
の
は
雇
用
主

と
外
国
人
労
働
者
は
、
今
後
の

動
向
を
注
意
深
く
見
守
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
雇

用
主
は
外
国
人
労
働
者
が
従
属

す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
ス
テ

ー
タ
ス
を
正
確
に
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
想
定
さ
れ
る

問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
正

確
な
書
類
を
保
持
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
今
は
不
透
明
な
状

況
が
続
い
て
い
る
の
で
、
該
当

者
は
今
後
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
て
、
そ
の
都
度
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

ア
メ
リ
カ
で
出
生
し
た
場
合
の

ス
テ
ー
タ
ス: 

雇
用
主
と
ビ
ザ

保
持
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

Ｎ
Ｙ
合
同
県
人
会
に
21
団
体

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
な
ど
意
見
交
換

れ
だ
け
を
み
る
と
24
年
は
非
居

住
者
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方

が
23
年
と
22
年
に
そ
れ
ぞ
れ
60

日
ず
つ
米
国
に
滞
在
し
た
と
す

る
と
、
１
５
３
日
＋
20
日
（
23

年
：
60
日
×
３
分
の
１
）
＋
10

日
（
22
年
：
60
日
×
６
分
の
１
）

＝
１
８
３
日
と
な
る
た
め
、
８

月
１
日
か
ら
米
国
居
住
者
、
そ

れ
ま
で
は
非
居
住
者
の
二
重
身

分
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
か
ら

帰
国
し
た
年
も
同
様
に
こ
の
テ

ス
ト
で
判
定
し
ま
す
。

　

下
記
の
表
は
居
住
身
分
に
よ

っ
て
適
用
さ
れ
る
税
法
を
ま
と

め
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
↓

▽
例
外
規
定

　

実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
次
の
２
つ
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
非

居
住
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
ａ
）
特
定
の
ビ
ザ
保
持
者
：

Ａ
ビ
ザ（
外
交
官
）、Ｊ
ビ
ザ（
教

授
、
研
修
生
、
交
換
留
学
生
）、

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
合
同
県
人

会
は
２
月
28
日
午
後
６
時
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
で
、
２
０
２
５
年
新
年

会
を
開
催
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
青
森
、岩
手
、

宮
城
、
茨
城
、
埼
玉
、
横
浜
市
、

石
川
、
福
井
、
大
阪
、
奈
良
、

和
歌
山
、
島
根
、
広
島
、
徳
島
、

大
分
、
長
崎
、
奄
美
（
鹿
児
島
）

な
ど
21
団
体
31
人
。

　

当
日
は
、
青
森
県
人
会
顧
問

で
代
表
幹
事
の
一
人
で
あ
る
松

浦
氏
に
よ
る
挨
拶
と
乾
杯
。
次

に
新
体
制(

執
行
部)

発
足
の

説
明
と
承
認
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
で
の
夏
祭
り
の
紹
介
、
自

治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ

Ｒ
）と
県
人
会
と
の
連
携
強
化
、

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
と
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
後
夜
祭
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

大
船
渡
山
林
火
災
被
災
者

支
援
募
金
の
呼
び
か
け
も

　

そ
の
ほ
か
青
森
県
人
会
金
澤

会
長
か
ら
青
森
県
人
会
開
催

（
３
月
30
日
）
の
お
知
ら
せ
、

更
に
岩
手
県
人
会
川
崎
新
会
長

か
ら
、
岩
手
県
大
船
渡
に
お
け

る
山
林
火
災
へ
の
被
災
者
支
援

募
金
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
合

同
県
人
会
と
し
て
寄
付
先
な
ど

を
調
べ
た
上
で
情
報
を
取
り
ま

と
め
、
各
県
人
会
に
連
絡
す
る

こ
と
な
ど
が
申
し
合
わ
さ
れ

た
。

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

楽しい
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バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
の
北
米
初
の
体
験

型
リ
テ
ー
ル
施
設
「 

バ
ン
ダ

イ
ナ
ム
コ 

・
ク
ロ
ス
ス
ト
ア 

」
が
、
28
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

に
あ
る
日
本
食
と
日
本
文
化
発

信
の
複
合
商
業
施
設
の
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

同
店
は
、
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
や
商
品
な
ど
を

「
観
る
」「
触
れ
る
」「
体
験
す
る
」

こ
と
が
で
き
る
リ
ア
ル
タ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
客
が
施
設
を

通
じ
て
ク
ロ
ス
し
て
生
ま
れ
る

新
た
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
体
験
を
提
供
す
る
。

　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
な

ら
で
は
の
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
で
、
日
本
で
は
手
に
入
り
に

く
い
ア
イ
テ
ム
や
限
定
商
品
な

ど
も
あ
り
、
新
製
品
の
品
揃
え

も
充
実
。
子
供
が
手
軽
に
購
入

で
き
る
初
心
者
レ
ベ
ル
の
も
の

か
ら
大
人
向
け
の
コ
レ
ク
タ
ー

ズ
ア
イ
テ
ム
ま
で
各
種
取
り
揃

え
て
い
る
。

　

同
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「
体
験
型
施
設
」
と
し
て
、 

カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

会
や
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開

催
す
る
方
針
で
、
ま
ず
3
月
1

日
と
2
日
に
新
発
売
の
機
動
戦

士
ガ
ン
ダ
ム
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
会
が
開
催
さ

バンダイナムコ
北
米
初
の
体
験
型

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
開
店

Super-ager  スーパー高齢者
　アメリカ人のシニアの友人たちとの会話によく出てくる言葉、
Super-ager。 ノースウェスタン 大学が研究の結果名付けた Super-
ager とは、80歳になってもまだ50代のように認知機能が働き体が
動く活動的な人々です。最近、アメリカのメディアで、Super-ager
になるための鍵は？という記事をよく見るようになりました。

　研究者たちによると、Super-ager の大脳 皮質は普通のシニアのように萎縮せず、こ
れが思考力や記憶力を保持するものと考えられています。また彼らは、体の強さ、柔
軟性も持ち続けています。 （筆者のテニス友達は９０歳近くながら、戦略的で強烈なサ
ーブを打ってきます。）Super-ager は１０人にひとり位ということですが、その存在は、
年をとっても若々しい人生を送れることを証明し、人々に希望と勇気を与えています。
　Super-ager になるための秘密の鍵はまだ見つかっていません。　遺伝子レベルの両親
からもらった幸運が作用している可能性はあります。　しかし、バランスが取れた食生
活、継続的な運動、良い睡眠、そして何よりも家族・社会との強いつながりを、専門家
は日常生活における基本的な要素と見ています。　人間の寿命は毎年伸びるなか、脳と
体の健康寿命をいかに維持できるのか・・・Super-ager 論議が注目を集めています。

　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
米
国
大
使
館
商

務
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
11
日

（
火
）
午
後
９
時
か
ら
米
国
連

邦
政
府
に
よ
る
外
国
企
業
の
対

米
投
資
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
「SelectUSA

」
に
つ
い
て

紹
介
す
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。

　

SelectUSA

は
企
業
の
対
米

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
後
押
し
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
用
意
し

て
お
り
、
そ
の
一
環
で
１
年
に

１
度
「SelectUSA

投
資
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
。
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
は
世
界
80
か
国
以
上
か
ら
参

加
す
る
企
業
や
、
連
邦
お
よ
び

州
政
府
関
係
者
等
が
一
堂
に
会

す
る
絶
好
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
機
会
で
あ
り
、
業
界
別
動

向
か
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
情
報

ま
で
、
対
米
投
資
に
係
る
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
効
率

的
に
情
報
収
集
が
で
き
る
。

　

参
加
費
無
料
。
希
望
者
は
11

日
ま
で
に
申
し
込
み
サ
イ
ト
か

ら
登
録
す
る
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.jetro.go.jp/events/
scc/2e902e18884fa979.
html｠

を
参
照
す
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
対
米
投
資

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
11
日
に

れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
主
に
週

末
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
同
士

の
交
流
や
最
新
の
情
報
発
信
基

地
と
し
て
展
開
す
る
予
定
。
今

後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予
定
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://shop.

bandainamco-am.com/ 

で

確
認
で
き
る
。

　

店
内
は
、
ト
ー
ク
ン
を
購
入

し
て
遊
べ
る
充
実
し
た
ガ
シ
ャ

ポ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
人
気
の
ガ
ン

プ
ラ
、「
太
鼓
の
達
人
」
な
ど

が
あ
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
ナ

ム
コ
ア
ー
ケ
ー
ド
、
コ
レ
ク
タ

ー
ズ
向
け
の
魂
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
多
数
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
複
合
的
に
入
っ
て

い
お
り
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
べ
る
催
事
ス

ペ
ー
ス
も
設
け
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
の
28
日
に
は

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
商
工
会
議
所
の
ラ

ン
デ
ィ
ー
・
ピ
ア
ー
ズ
会
頭
、 

Bandai Namco Amusement 
America 

の
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
社
長
、
そ
し
て
上
院
議

員
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ウ
ナ

ル
デ
ス
氏
が
訪
れ
祝
辞
と
挨
拶

を
述
べ
た
。
開
店
と
な
る
11
時

に
は
建
物
の
外
に
３
０
０
人
以

上
の
列
が
で
き
、
大
勢
の
フ
ァ

ン
が
店
に
押
し
寄
せ
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｈ
ジ
ャ
パ
ン
は
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
・
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
開
始
し

た
。
主
な
内
容
は
▽
税
率
の
有

利
な
特
定
世
帯
主
（
講
師
・
武

藤
登
）
＝
特
定
世
帯
主
は
子
供

や
扶
養
家
族
の
い
る
方
に
適
用

さ
れ
る
申
告
身
分
。
▽
不
動
産

相
続
の
新
ル
ー
ル
・
登
記
義
務

化
と
ア
メ
リ
カ
税
務
の
落
と
し

穴
（
講
師
・
ハ
ラ
ー
基
江
）
＝

２
０
２
４
年
4
月
か
ら
、
日
本

で
不
動
産
を
相
続
し
た
際
の
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
。
▽

現
在
予
想
信
用
損
失
に
つ
い

て
（
講
師
・
中
尾 

倫
子
）
＝

２
０
２
３
年
度
か
ら
「
現
在
予

想
信
用
損
失
」
と
い
う
会
計

ル
ー
ル
が
必
須
導
入
と
な
っ

た
。
こ
の
ル
ー
ル
は
金
融
機
関

以
外
の
業
種
で
も
売
掛
金
が
あ

る
会
社
だ
と
貸
倒
見
積
盛
計

算
に
影
響
を
与
え
る
。
詳
細

はhttps://m
ail.google.com

/
mail/u/0/#inbox/FM

fcgzQZT
VsfmNZjqvnBrJpLKSXzLxnC

Ｃ
Ｄ
Ｈ
ジ
ャ
パ
ン
が

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
tel:2122136069
https://mail.google.com/mail/u/0/#inbox/FMfcgzQZTVsfmNZjqvnBrJpLKSXzLxnC
https://shop.bandainamco-am.com/
https://www.jetro.go.jp/events/scc/2e902e18884fa979.html
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EVENT　■オフブロードウエーウィーク＝ 3/9まで　1枚の
値段で 2枚のチケットが買えるお得な市のプロモー
ションイベント。オフブロードウエー版「美女と野
獣」、家族で楽しめる「ガジリオン・バブルショー」
など 29作品が参加。
詳細は https://www.nyctourism.com/off -broadway-
week/
■セントパトリックスデー・パレード＝ 3/17　
11:00　アイルランドの守護聖人、セントパトリッ
クを祝い、タータンチェックの伝統的衣装ををま
とった多くのバグパイプ楽団やブラスバンドが五番
街 44丁目から 79丁目までパレードする。1762年
から続く街中が緑色に染まる NYの春を告げるお祭
り。
■表千家同門会米国東部支部設立 15周年記念行
事「世界平和祈念献茶式・拝服席」＝ 3/18　09:30　
Cathedral of St. John The Divine（1047 Amsterdam 
Ave,112th St.）表千家 15代家元猶有斎宗匠を迎え
た平和祈念の献茶式。献茶式の後、点出しでお茶
とお菓子の拝服席もある。連絡先はＥメール do-
monkai.eastern.usa@gmail.com（表千家同門会米国
東部支部、北澤恵子さん）まで。
■アートエキスポ NY＝ 4/3～ 4/6　Pier 36（299 
South St.）毎年 4月に開催される世界中からアー
ティストやキャラリー、美術コレクター、業界関係
者が集まるアメリカ最大級のアートフェア。アート
トークやミートザアーティストなどのイベントもあ
る。入場料：一般＄30～、学生　・シニア＄20～
詳 細 は https://redwoodartgroup.com/artex-
po-new-york
■ NY植物園のオーキッドショー＝ 4/27まで　New 
York Botanical Garden（2900 Southern Blvd）毎年
恒例のラン展。今年は「メキシコのモダニズム」を
テーマに伝統とコンテンポラリーアートが融合。メ
キシコのモダニズム建築家ルイス・バラガンをデザ
イナーに招き、彼の大胆で色彩豊かなデザインの鮮
やかな蘭のアレンジメントが展示される。入園料：
大人＄35、学生・シニア＄31、2～ 12歳＄15、2
歳以下無料。
詳細は https://www.nybg.org　

CLASS/SEMINAR
■オンラインセミナー「メンタルヘルスの重要性：
日本人駐在員とその家族を支援する企業の役割」＝
3/12　19:00　日本クラブ・米国日本人医師会（JM-
SAA）共催のヘルスセミナー。企業が日本人駐在員と
その家族の心の健康を積極的に支援するために、実
践的かつ科学的根拠に基づいた戦略を提供する。講
師は、キャスリーン・パイク博士（コロンビア大学）、
小風華香（コロンビア大学）、柳澤ロバート貴裕医
師（マウントサイナイ内分泌内科教授）。参加費無料。
詳細は https://www.nipponclub.org

MUSIC
■キューバの作曲家ロドリゲスの夕べ「ブロンクス・
ライジング！」＝3/15  19:00　Bronx Music Hall（438 
East 163rd St.）  キューバを代表する作曲家アルセ
ニオ・ロドリゲスの音楽をフィーチャーする「ブロ
ンクス・ライジング！」と題する公演。ロドリゲス
に関する記録映像上映、ボビー・サナブリア・マル
ティバース・ビッグバンドが軽快なアフロキューバ
ンジャズを演奏する。バンドにはドラマーの平生喬
士（へいしょう・たかお）が所属、パーカッション
を演奏する。入場料：＄25
詳 細 は https://ci.ovationtix.com/36821/produc-
tion/1222449?performanceId=11562197

　

銀
座
男
声
合
唱
団
に
よ
る
３

度
目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公

演
が
、
５
月
19
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分
か
ら
10
時
ま
で
、
同

ホ
ー
ル
・
ザ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル（
７

番
街
８
８
１
番
地
）
で
開
催
さ

れ
る
。
同
合
唱
団
は
２
０
１
２

年
、
京
セ
ラ
株
式
会
社
の
名
誉

会
長
・
稲
盛
和
夫
氏
が
率
い
る

経
営
者
の
集
い
「
盛
和
塾
」
の

も
と
で
結
成
。
古
都
旅
情
、
青

春
の
詩
、
群
青
、
民
衆
の
歌
が

聞
こ
え
る
か
、
な
ど
Ｊ
ポ
ッ
プ

や
ア
ニ
ソ
ン
、
演
歌
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
曲
、
合
唱
曲
ほ
か
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
す

る
。

　

入
場
無
料
（
ひ
と
り
８
人

分
ま
で
チ
ケ
ッ
ト
入
手
可

能
）。
チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.carnegiehall.org/
Calendar/2025/05/19/
TH

E-G
IN

ZA
-M

A
LE-

CHORUS-0730PM

を
参
照

す
る
。

銀座男声合唱団
カーネギーホール公演
５月19日ザンケルホールで

第
５
話 「Sex and the City
」
な
ら
ぬ

「Pets and the City

」

̶

都
会
で
紡
が
れ
る
愛
と
人
生
の
物
語

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」と
「Kirei House」代表として日本の
美の哲学と、米国および世界中か
ら取り入れた先進的な技術を融合
させ、心身の調和を重視した総合
的な美容と健康ケアを提供。女
性の健康をサポートするために開
発、Femtech アワードを受賞した
幹細胞製品の米国代表。KAATSU
スペシャリスト認定資格およびイ
ンテグレーティブ・ニュートリ
ション認定ヘルスコーチの資格を
持ち、コロンビア大学で学んだビ
ジネスと経営の知識を活かし、事
業運営や顧客サービスにおいて、
常に最先端のアプローチを追求し
ている。

　

先

日
、「Pets and the 

City

」
の
著
者
で
あ
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る
獣
医

師
、
エ
イ
ミ
ー
・
ア
ッ
タ
ス
博

士
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
彼
女
の
本
は
、
都

会
で
暮
ら
す
ペ
ッ
ト
と
そ
の
飼

い
主
た
ち
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、

彼
女
自
身
の
人
生
も
ま
た
、
ま

る
で
小
説
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
「Pets and 

the City

」
は
、
も
ち
ろ
ん

世
界
的
に
有
名
な
「Sex and 

the City

」
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
も
の
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
い
う
大
都
会
の
中
で
、
ペ

ッ
ト
と
人
間
が
織
り
な
す
愛
と

ド
ラ
マ
に
満
ち
た
物
語
を
描
い

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
登
場
す

る
の
は
恋
愛
に
奔
走
す
る
女
性

た
ち
で
は
な
く
、
飼
い
主
と
そ

の
愛
す
る
動
物
た
ち
。
ま
る
で

キ
ャ
リ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー

が
書
く
恋
愛
コ
ラ
ム
の
よ
う

に
、
エ
イ
ミ
ー
博
士
は
都
会
の

ペ
ッ
ト
と
人
間
の
関
係
を
見
つ

め
、
記
録
し
て
き
た
の
で
す
。

彼
女
は
40
年
近
く
に
わ
た
り
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
級
住
宅
街

を
中
心
に
往
診
を
行
い
、
多
く

の
ペ
ッ
ト
と
そ
の
飼
い
主
の
人

生
に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
富
裕
層
の
ペ

ッ
ト
が
贅
沢
な
暮
ら
し
を
す
る

一
方
で
、
健
康
を
損
ね
て
苦
し

む
動
物
た
ち
を
助
け
る
た
め
に

奔
走
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
彼
女
は
ビ
リ
ー
・

ジ
ョ
エ
ル
の
往
診
に
訪
れ
た

際
、
ド
ア
を
叩
く
の
を
た
め
ら

い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
部
屋

の
中
か
ら
彼
の
美
し
い
ピ
ア
ノ

の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
か
ら
で

す
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
、
演
奏
が
終
わ

る
ま
で
静
か
に
待
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
あ
る
日
往
診
に
訪

れ
た
家
で
は
、
な
ん
と
裸
の
シ

ェ
ー
ル
が
現
れ
、「
私
の
発
疹
、

犬
の
も
の
と
同
じ
か
し
ら
？
」

と
真
剣
に
尋
ね
て
き
た
と
か
。

そ
し
て
、
診
察
が
終
わ
る
と
チ

ェ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
を
咥
え
て
支
払

い
に
現
れ
た
賢
い
サ
ー
ビ
ス
犬

の
話
も
彼
女
の
本
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
動
物
た
ち
に
は
プ

ラ
イ
ド
や
見
栄
は
な
く
、
そ
の

純
粋
な
愛
と
知
性
が
時
に
人
々

の
心
を
癒
し
、
救
う
の
で
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

あ
る
93
歳
の
女
性
と
愛
犬
の
話

で
す
。

　

そ
の
女
性
は
長
年
連
れ
添
っ

た
愛
犬
を
亡
く
し
、
大
き
な
喪

失
感
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
エ

イ
ミ
ー
博
士
が
往
診
に
訪
れ
た

と
き
、彼
女
は
髪
も
と
か
さ
ず
、

寝
間
着
姿
の
ま
ま
、
入
れ
歯
さ

え
つ
け
ず
に
う
つ
ろ
な
表
情
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
長
年
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
っ
た
悲
し
み

で
、
ま
る
で
生
き
る
気
力
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

エ
イ
ミ
ー
博
士
は
、
そ
ん
な
彼

女
の
姿
を
見
て
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。そ
し
て
、

一
匹
の
犬
を
彼
女
に
連
れ
て
き

た
の
で
す
。
し
か
し
、
当
然
な

が
ら
彼
女
は
「
も
う
新
し
い
犬

は
飼
え
な
い
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。「
私
は
も
う
歳
だ
か
ら
、

こ
の
子
を
見
送
る
こ
と
は
で
き

な
い
わ
」
と
。

　

そ
こ
で
エ
イ
ミ
ー
博
士
は
、

あ
る
「
作
戦
」
を
思
い
つ
き
ま

し
た
。
彼
女
に
こ
う
言
っ
た
の

で
す
。「
こ
の
子
は
今
、
一
時

的
に
家
が
必
要
な
だ
け
な
の
。

あ
な
た
の
家
で
ち
ょ
っ
と
だ
け

預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
？
」

　

そ
れ
な
ら
、
と
女
性
は
し
ぶ

し
ぶ
引
き
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
翌
日
エ
イ
ミ
ー
博
士
が
犬

を
引
き
取
り
に
戻
る
と
、
彼
女

は
こ
う
言
っ
た
の
で
す
。「
こ

の
子
を
返
し
た
く
な
い
わ
。」

そ
れ
か
ら
彼
女
と
新
し
い
犬

は
、
最
期
の
日
ま
で
一
緒
に
暮

ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
愛

す
る
存
在
を
失
う
こ
と
は
、
人

間
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
。で
も
、

新
し
い
愛
を
受
け
入
れ
る
こ
と

で
、
人
は
ま
た
前
を
向
く
こ
と

が
で
き
る
。40
歳
を
過
ぎ
る
と
、

私
た
ち
は
人
生
の
変
化
を
よ
り

敏
感
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
子
育
て
が
終
わ
り
、
仕
事

の
方
向
性
が
変
わ
り
、
時
に
は

人
生
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立

た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん

な
と
き
、
心
を
開
い
て
「
新
し

い
何
か
」
を
迎
え
入
れ
る
勇
気

を
持
つ
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
大

切
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
は
た
だ
の
動
物
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
時
に
は
家
族
以

上
の
存
在
で
す
。
エ
イ
ミ
ー
博

士
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
も

自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
女
性
と
し
て
、母
と
し
て
、

起
業
家
と
し
て
、
そ
し
て
一
人

の
人
間
と
し
て
、
何
を
大
切
に

し
て
生
き
て
い
く
の
か
。
40
歳

を
過
ぎ
た
か
ら
こ
そ
、
も
う
一

度
自
分
に
問
い
か
け
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
人

だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
愛
す

る
存
在
と
共
に
過
ご
す
時
間
の

尊
さ
を
、
改
め
て
心
に
刻
ん
だ

一
日
で
し
た
。

https://japanphilly.org/
https://www.nyctourism.com/off
mailto:do-monkai.eastern.usa@gmail.com
mailto:do-monkai.eastern.usa@gmail.com
https://redwoodartgroup.com/artex-po-new-york
https://redwoodartgroup.com/artex-po-new-york
https://redwoodartgroup.com/artex-po-new-york
https://www.nybg.org%E3%80%80
https://www.nipponclub.org
https://ci.ovationtix.com/36821/produc-tion/%E5%85%B1%E5%82%AC%E3%81%AE%E3%83%98%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%80%82%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%8C%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E9%A7%90%E5%9C%A8%E5%93%A1%E3%81%A8
https://ci.ovationtix.com/36821/produc-tion/%E5%85%B1%E5%82%AC%E3%81%AE%E3%83%98%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%80%82%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%8C%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E9%A7%90%E5%9C%A8%E5%93%A1%E3%81%A8
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2025/05/19/THE-GINZA-MALE-CHORUS-0730PM
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Ｎ
Ｊ
州
で
「
は
し
か
」
流
行
の
恐
れ

州
が
「
は
し
か
警
報
」
発
令

　

Ｎ
Ｊ
州
保
健
局
は
こ
の
ほ

ど
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
で
３
人
の
は

し
か
患
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
州
内
で
、
は
し
か
が

流
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て

「
は
し
か
警
報
」
を
発
令
し
た

こ
と
を
報
道
各
社
が
報
じ
た
。

こ
れ
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
バ
ー
ゲ
ン
郡
の
住
民
が

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
に
は
し

か
と
診
断
さ
れ
、
同
じ
く
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
親
し
い

知
人
２
人
に
感
染
さ
せ
た
と
い

う
。

　

Ｎ
Ｊ
州
で
の
警
報
は
、
テ
キ

サ
ス
州
で
１
２
０
人
以
上
が
感

染
し
て
い
る
集
団
感
染
の
中

で
、
１
名
の
子
供
の
死
亡
を
確

認
し
た
翌
日
に
発
令
さ
れ
た
。

は
し
か
の
感
染
力
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
そ
れ
を
は
る
か

に
上
回
る
と
い
い
、
州
で
は
集

団
感
染
が
広
ま
ら
な
い
か
様
子

を
見
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
最
高
度
か
ら
の
落

下
と
最
速
走
行
の
世
界
記
録
を

作
っ
た
、
Ｎ
Ｊ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン

に
あ
る
「
シ
ッ
ク
ス
・
フ
ラ
ッ

グ
ス
・
グ
レ
ー
ト
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
「Kingda Ka

（
キ
ン
ダ

カ
）」
は
、
２
０
２
４
年
を
も

っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
年
明
け
か
ら

解
体
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
２
月
28
日
朝
、
最
後
に
残

っ
て
い
た
タ
ワ
ー
部
分
が
爆
破

に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
跡
地
に
は

瓦
礫
の
山
が
で
き
た
。
こ
の
爆

破
解
体
の
様
子
は
主
要
各
メ
デ

ィ
ア
が
一
斉
に
報
じ
た
。
こ
の

解
体
作
業
の
爆
発
音
は
遠
く
ま

で
鳴
り
響
く
た
め
、
オ
ー
シ
ャ

ン
郡
警
察
は
、
住
民
に
慌
て
な

い
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
事
前
通

達
し
注
意
を
促
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
完
成
し
た
同

コ
ー
ス
タ
ー
は
、
２
つ
の
世
界

記
録
を
誇
り
、
最
も
ス
リ
リ
ン

グ
な
ラ
イ
ド
と
し
て
同
遊
園
地

の
目
玉
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な

り
人
気
を
博
し
た
が
、
運
行
さ

れ
た
19
年
間
に
、
い
く
つ
か
の

軽
い
事
故
や
問
題
も
起
こ
し
て

い
て
安
全
性
を
疑
問
視
す
る
声

も
あ
っ
た
。

　

同
コ
ー
ス
タ
ー
の
瓦
礫
を
撤

去
し
た
あ
と
は
、
こ
の
場
所
に

ま
た
新
し
い
目
玉
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
予
定
と

の
こ
と
。

さようなら 
世界記録の
コースター

シックス・フラッグスで
爆破解体

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
は
、
恒
例
の
「
ス
バ
ル
・
桜

祭
り
」を
本
年
も
開
催
す
る
が
、

そ
の
中
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
「
サ
ク
ラ
・
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
」
を
、
４
月
５
日
（
土
）

と
６
日
（
日
）
の
２
日
間
、
両

日
と
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
内
に
あ
る
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ

ー
ク
の
ホ
ー
チ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
。
同
公
園

は
１
０
０
０
本
桜
が
有
名
だ

が
、
イ
ベ
ン
ト
が
満
開
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
合
え
ば
最
高
の
演
出

が
期
待
で
き
る
。

　

両
日
と
も
、
太
鼓
演
奏
や
武

道
の
演
武
、
ダ
ン
ス
、
Ｊ
ポ
ッ

プ
コ
ン
サ
ー
ト
、
コ
ス
プ
レ
シ

ョ
ー
、
そ
の
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
色
々
楽
し
ん
だ
り
、
桜

の
木
の
植
樹
を
見
た
り
、
お
茶

や
お
花
、
着
物
の
着
付
け
、
書

道
な
ど
日
本
文
化
を
体
験
し
た

り
、
食
べ
物
な
ど
の
ブ
ー
ス
を

楽
し
め
る
ほ
か
、
松
風
荘
や
日

本
庭
園
の
見
学
も
で
き
る
。
入

場
に
際
し
て
は
一
日
、
15
ド
ル

の
参
加
費
を
払
う
（
12
歳
以
下

は
無
料
）。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
・
ス
バ
ル
・
桜
祭
り
の
詳

細
は
、https://japanphilly.

org/program
s/festivals/

cbf-2025/

フィラデルフィア・
スバル・桜祭り
４月５日と６日に開催

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
https://japanphilly.org/programs/festivals/cbf-2025/
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ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
シ
オ

セ
ッ
ト
に
あ
る
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
・
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス

（170 M
ichael Dr, Syosset

）

に
て
上
演
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ｑ
」
の
９

日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら
と
15

日
（
土
）
午
後
８
時
か
ら
の
舞

台
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
の

中
西
美
緒
が
出
演
す
る
。「
ア

ベ
ニ
ュ
ー
Ｑ
」
は
パ
ペ
ッ
ト
と

人
間
が
共
存
す
る
Ｎ
Ｙ
の
架
空

の
街
の
話
で
、
２
０
０
４
『
ウ

ィ
キ
ッ
ド
』
に
勝
ち
ト
ニ
ー
賞

最
優
秀
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品
賞

を
受
賞
し
た
。
セ
サ
ミ
ス
ト
リ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ
た
見

た
目
は
可
愛
ら
し
い
彼
ら
に

は｠

恋
愛
・
失
業
・
人
種
差
別
・

セ
ッ
ク
ス
と
大
人
の
悩
み
が
い

っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
彼
ら
と
共
に

人
生
の
目
的
を
模
索
し
て
い

く
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
culturalartsplayhouse.
com/｠

を
参
照
す
る
。

ミュージカル「アベニューＱ」

中西美緒パペット舞台出演

 千葉真知子の
 ART COOKING

　　　　【材料】

太めの大根 .............10センチ
乾燥あみエビ .....１/４カップ　
出し汁 .....................２カップ
醤油 .....................大３から４　　
砂糖 ...............................大１　
塩 ...................................少々

大
根
と
あ
み
海
老
の
煮
物

　

大
根
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ

ウ
ム
な
ど
消
化
酵
素
を
は
じ
め

い
ろ
い
ろ
な
栄
養
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
余
分
な

塩
分
を
体
の
外
に
出
す
働
き
が

あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
風

邪
な
ど
に
よ
る
抵
抗
力
を
高
め

る
働
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
食
べ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

作
り
方

１
．
大
根
は
５
ミ
リ
×
３
セ
ン

チ
に
切
り
ま
す
。

２
．
①
の
大
根
を
や
わ
ら
か
く

な
る
ま
で
だ
し
汁
を
入
れ
て
茹

で
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
乾
燥

あ
み
エ
ビ
を
入
れ
て
、
醤
油
、

砂
糖
を
加
え
て
味
が
染
み
込
む

ま
で
弱
火
で
煮
ま
す
。
最
後
に

味
を
み
て
、
た
り
な
い
よ
う
で

し
た
ら
、
塩
で
味
を
と
と
の
え

ま
す
。

　
「
明
治
大
正
以
降
の
日
本
美

術
に
於
け
る
優
美
な
技
」
と
題

し
た
展
覧
会
が
13
日
（
水
）
か

ら
21
日
（
金
）
ま
で
、
日
本
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目
１
４
５

番
地
７
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
・
ウ

ィ
ー
ク
２
０
２
５
に
お
い
て
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
・

ボ
ッ
ク
ス
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
よ
る

12
回
目
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

展
。
帝
室
技
芸
員
や
人
間
国
宝

と
い
っ
た
、
卓
越
し
た
技
を
持

つ
匠
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
、
明
治
・
大
正
以
降
の
日

本
美
術
を
代
表
す
る
多
彩
な
工

芸
作
品
が
一
堂
に
会
す
。
安
藤

重
兵
衛
（
七
宝
）、
平
野
吉
兵

衛
（
金
工
）、本
多
與
三
郎
（
金

工
）、
服
部
忠
三
郎
（
漆
芸
）、

津
田
信
夫
（
金
工
）、
森
村
酉

三
（
金
工
）、
錦
光
山 

宗
兵
衛

（
陶
芸
）
な
ど
の
作
品
が
展
示

さ
れ
る
。
入
場
無
料
。
開
廊
時

間
は
月
〜
金
曜
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
、
土
曜
は
午
後
５

時
ま
で
。

　

15
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ド
リ

ー
・
ベ
イ
リ
ー
博
士
講
演
会
も

開
催
。
同
展
で
展
示
さ
れ
る
作

品
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、明
治
・

大
正
以
降
の
日
本
美
術
に
お
け

る
優
美
な
技
に
つ
い
て
、
深
く

掘
り
下
げ
て
解
説
す
る
。
参
加

費
無
料
。
希
望
者
は
Ｅ
メ
ー
ル

gallery@nipponclub.org

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/?lang=ja

を
参
照
。

「
明
治
大
正
以
降
の

日
本
美
術
に
於
け
る

優
美
な
技
」
展

日本ギャラリー
13日から21日まで

３月９日（日）と15日（土）の２公演

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://qbhouseusa.com/
http://www.easeny.com/
mailto:gallery@nipponclub.org
mailto:gallery@nipponclub.org
mailto:gallery@nipponclub.org
https://www.culturalartsplayhouse.com/
https://www.nipponclub.org/?lang=ja


　

１
９
８
８
年
公
開
の
映
画
に

「
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
デ
ィ
ソ
」
と

言
う
名
画
が
あ
る
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
は
な
い
の
だ
が
、
ボ
ス

ト
ン
で
音
大
生
を
し
て
い
た
頃

に
ハ
マ
っ
て
感
動
し
た
。
個
人

的
に
は
世
界
で
ベ
ス
ト
10
に
入

る
映
画
だ
と
思
う
。
作
家
で

あ
り
監
督
で
あ
るGiuseppe 

Tornatore

の
自
伝
的
ド
ラ
マ

で
、
惜
し
み
な
い
映
画
へ
の
愛

を
軸
に
当
時
の
人
々
の
生
活
、

そ
し
て
実
ら
な
か
っ
た
愛
が
描

か
れ
る
。Ennio M

orricone

の
音
楽
も
抒
情
的
で
素
晴
ら
し

く
、
当
時
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
た
ち
が
カ
バ
ー
し
た
。
私

も
演
奏
し
た
。
そ
の
映
画
「
シ

ネ
マ
・
パ
ラ
デ
ィ
ソ
」
の
ロ
ケ

地
は
シ
チ
リ
ア
に
あ
る
。

　

高
速
は
ほ
ん
の
少
し
走
っ
た

だ
け
で
終
わ
っ
て
、
残
り
は

ひ
た
す
る
山
道
を
運
転
す
る
。

助
手
席
の
細
君
は
大
変
だ
っ

た
ろ
う
。
目
指
す
はPalazzo 

Adriano

、
１
９
８
８
年
の
撮

影
以
来
街
の
様
子
は
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
。

　

途
中
の
山
の
景
色
の
素
晴
ら

し
さ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
丘
陵
の

上
に
廃
墟
と
な
っ
た
城
が
あ

る
。
石
で
で
き
た
鉄
道
橋
、
岩

山
、
ま
る
で
異
次
元
に
来
た
よ

う
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

に
は
山
火
事
警
報
が
並
ん
で
い

て
び
っ
く
り
し
た
が
、
近
づ
く

と
山
焼
き
で
あ
っ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
ワ
イ
ル
ド
で
あ

る
。
狭
く
な
っ
た
道
に
時
々
小

さ
な
村
が
現
れ
る
。
そ
れ
が
永

遠
に
続
き
、
最
後
は
対
向
車

と
す
れ
違
う
こ
と
も
難
し
い

道
と
な
り
、
目
指
すPalazzo 

Adriano

に
着
い
た
。
２
時
間

の
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
っ
た
。

　

停
め
る
場
所
を
探
す
前
に
、

街
の
た
っ
た
一
つ
の
広
場
に
来

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
広
場
が

映
画
の
舞
台
そ
の
も
の
な
の
で

あ
っ
た
。
着
い
て
ド
ア
を
開
け

る
や
否
や
教
会
の
鐘
の
大
合
唱

が
始
ま
っ
た
。
何
も
食
べ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
た
っ
た
一
軒

開
い
て
い
る
カ
フ
ェ
に
入
っ
て

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
カ
プ
チ
ー
ノ

を
い
た
だ
く
。
私
た
ち
以
外
は

全
員
地
元
の
お
じ
さ
ん
で
あ

る
。
イ
タ
リ
ア
は
何
処
に
行
っ

て
も
お
じ
さ
ん
同
士
が
つ
る
ん

で
い
て
、
そ
こ
に
女
性
を
見
か

け
る
こ
と
は
全
く
と
言
っ
て
良

い
ほ
ど
無
い
。
男
女
の
役
割
が

ア
メ
リ
カ
と
は
違
う
の
だ
と
推

測
す
る
。

　

映
画
館
と
し
て
使
わ
れ
た
建

物
は
き
っ
ち
り
し
た
教
会
に
戻

っ
て
い
た
が
、
周
り
は
映
画
そ

の
も
の
で
、「
チ
ン
カ
ン
タ
リ

ー
ラ
（
50
リ
ラ
）」
の
噴
水
も

そ
こ
に
あ
っ
た
。
橋
が
か
か
っ

て
い
た
時
計
台
も
健
在
で
あ

る
。
が
、
シ
ネ
マ
パ
ラ
デ
ィ
ソ

博
物
館
は
街
の
人
に
聞
い
て
も

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

宮
崎
駿
に
よ
れ
ば
映
画
の
寿

命
は
30
年
だ
そ
う
だ
。
と
な
る

と
こ
の
映
画
は
公
開
後
36
年
、

も
う
世
間
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
素
晴
ら
し
い
セ
ッ
ト
の
街

に
来
て
嬉
し
く
思
う
反
面
、
寂

し
く
も
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
気
を
取
り
直
し

て
次
の
目
的
地
に
向
か
う
。

cefalu’

（
チ
ェ
フ
ァ
リ
ュ
）
だ
。

随
分
と
田
舎
を
走
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
て
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
や
ウ
ェ
ー
ズ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
が
追
い
つ
か
ず
（
笑
）
苦
労

し
た
。
山
か
ら
今
度
は
海
に
向

か
う
。
素
晴
ら
し
く
綺
麗
な
岩

場
の
あ
る
海
が
見
え
て
き
た
。

海
の
こ
の
青
色
、
な
ん
と
綺
麗

な
こ
と
か
。

　

が
、
こ
こ
で
失
態
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
こ
の
街

が
誇
る
世
界
遺
産
、
チ
ェ
フ
ァ

リ
ュ
大
聖
堂
を
目
指
し
て
い
る

の
だ
が
、
途
中
か
ら
地
元
の
車

し
か
入
れ
な
い
狭
い
道
に
入
っ

て
し
ま
っ
た
。「
入
っ
た
と
こ

ろ
は
出
て
来
れ
る
」
と
豪
語
し

て
進
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
道
は

ど
ん
ど
ん
細
く
な
り
最
後
の
カ

ー
ブ
は
、
細
君
が
降
り
て
先
導

し
て
も
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
最
新
の
モ

ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
て

も
曲
が
り
き
れ
な
い
も
の
で
、

水
着
姿
の
人
々
が
興
味
津
々
見

つ
め
る
中
を
バ
ッ
ク
す
る
以
外

に
な
か
っ
た
。
そ
の
バ
ッ
ク
も

大
変
で
最
後
は
人
々
が
制
す
る

中
一
方
通
行
を
逆
走
し
て
脱
出

し
た
。
や
れ
や
れ
。

　

随
分
と
遠
い
が
な
ん
と
か
停

め
る
場
所
を
見
つ
け
、
歩
い
て

ま
ず
世
界
遺
産
の
大
聖
堂
を
目

指
す
。
が
、
開
く
の
は
昼
の
12

時
、
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
目
の

前
の
広
場
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の

ラ
ン
チ
を
し
た
。
店
の
人
の
愛

嬌
が
あ
っ
て
な
か
な
か
良
い
。

だ
が
、
暑
い
。

　

大
聖
堂
は
古
い
。
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
が

ア
ラ
ブ
に
支
配
さ
れ
て
い
た
時

の
遺
構
の
上
に
キ
リ
ス
ト
の
聖

堂
を
作
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
歴

史
は
11
世
紀
に
も
遡
る
と
い

う
。
石
の
街
を
歩
い
て
海
岸
に

出
た
。
す
ご
く
沢
山
の
海
水
浴

客
で
ご
っ
た
返
す
こ
の
綺
麗
な

ビ
ー
チ
に
は
石
の
突
堤
が
あ

り
、
こ
こ
が
ま
さ
に
今
日
の
テ

ー
マ
で
あ
る
映
画
「
シ
ネ
マ
・

パ
ラ
デ
ィ
ソ
」
の
ロ
ケ
地
な
の

だ
。
そ
う
、
主
人
公
ト
ト
が
映

写
機
を
ロ
バ
で
運
ん
で
野
外
映

画
を
上
映
し
、
暑
さ
で
蠢
い
て

い
る
時
に
突
如
雨
が
降
り
、
恋

人
エ
レ
ナ
が
現
れ
る
シ
ー
ン
で

あ
る
。
あ
の
シ
ー
ン
が
こ
こ
で

撮
ら
れ
た
の
だ
！
ち
な
み
に
そ

の
時
の
映
画
の
シ
ー
ン
は
ユ
リ

シ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
の
冒
険
活
劇

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
映
画
の
中
で
、
削
除

さ
れ
た
岩
場
で
の
キ
ス
シ
ー
ン

が
あ
る
。
そ
れ
は
シ
チ
リ
ア
を

舞
台
に
し
た
映
画
で
あ
る
と
本

で
読
ん
で
い
た
。
そ
の
シ
ー
ン

も
こ
こ
で
撮
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
く
ら
い
に
、
綺
麗

な
岩
の
ビ
ー
チ
が
広
が
っ
て
い

た
。
頑
張
っ
て
水
着
に
着
替
え

て
歩
い
て
水
に
入
っ
た
。

　

シ
ネ
マ
・
パ
ラ
デ
ィ
ソ
万
歳
、

も
う
一
度
観
な
く
て
は
。（

続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
シ
チ
リ
ア
・
マ
ル
タ
旅
日
記

第
７
話　

映
画「
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
デ
ィ
ソ
」の
ロ
ケ
地
を
訪
ね
て
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

3 月

弥
やよ い

生

　

神
奈
川
の
「
綱
島
」
と
い
う

町
で
、
句
会
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
綱
島
は
、
水
害
に
苦
し

ん
で
き
た
土
地
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
を
、
水
害
に
強
い
桃

の
栽
培
を
す
る
こ
と
で
乗
り
越

え
た
の
だ
と
か
。
土
地
を
耕
す

う
ち
に
、
偶
然
に
温
泉
が
見
つ

か
り
、
今
で
は
温
泉
の
町
と
し

て
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
桃
の

町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
今
も

留
め
て
い
る
桃
園
の
近
く
が
、

句
会
の
場
に
な
る
。
こ
の
町
な

ら
で
は
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
温
か

い
句
座
を
囲
み
た
い
と
思
う
。

季
語
＝
桃
の
花(

春)

五
弁
で
淡
紅
色
、
緋
色
、
白
色

な
ど
。
一
重
と
八
重
が
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
愛
で

ら
れ
て
き
た
。
古
く
中
国
や
日

本
で
は
邪
気
を
は
ら
う
力
が

あ
る
と
さ
れ
て
大
事
に
さ
れ

た
。
白
桃
。
緋
桃
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

haikugrandprix@gmail.com 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

ほ
の
ぼ
の
と
句く

ざ座
あ
り
ほ
の
と
桃も
も
の
花は
な

71

　

２
月
22
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

補
習
授
業
校
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

生
徒
を
対
象
に
全
日
空
（
Ａ
Ｎ

Ａ
）が
航
空
教
室
を
開
催
し
た
。

約
35
人
の
生
徒
と
校
長
を
含
む

４
人
の
教
師
に
加
え
、
Ａ
Ｎ
Ａ

か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
２
人
、
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
３
人
、
整

備
士
１
人
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
グ
ラ

ン
ド
ス
タ
ッ
フ
２
人
が
講
師
と

し
て
参
加
。
制
服
を
着
た
Ａ
Ｎ

Ａ
社
員
と
共
に
生
徒
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
３
人
が
Ａ
Ｎ
Ａ
の
子

供
用
制
服
を
着
て
、
教
室
に
入

場
す
る
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち

か
ら
の
大
喝
采
に
包
ま
れ
た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
飛
行
機

に
関
す
る
話
し
を
聞
く
生
徒
達

は
興
味
津
々
の
顔
つ
き
で
、
そ

の
熱
い
ま
な
ざ
し
を
注
が
れ
た

ス
タ
ッ
フ
は
日
頃
の
仕
事
以
上

に
緊
張
し
な
が
ら
も
生
徒
達
に

熱
く
語
り
掛
け
、
ま
た
多
く
の

質
問
に
真
摯
に
答
え
て
い
た
。

２
時
間
足
ら
ず
の
航
空
教
室
は

瞬
く
間
に
過
ぎ
、
最
後
は
全
員

で
記
念
撮
影
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
か
ら

生
徒
各
自
に
ス
テ
ッ
カ
ー
や
記

念
の
お
土
産
を
手
渡
し
す
る

と
、
皆
の
顔
に
は
満
面
の
笑
み

が
あ
ふ
れ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

も
一
瞬
子
供
に
帰
っ
た
よ
う
に

生
徒
と
一
緒
に
笑
っ
て
い
る
光

景
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

日
本
語
補
習
授
業
校
の
生
徒
に

と
っ
て
、
い
つ
も
と
は
違
う
授

業
内
容
で
き
っ
と
心
に
残
る
一

日
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

全日空が
航空教室
NY補習授業校 LI 校で

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
あ

る
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
サ

ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
通
り
２
５
２
番

地
、
早
津
邑
子
園
長
）
は
今
年

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
同
園

は
１
９
７
５
年
に
ク
イ
ー
ン
ズ

で
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
81
年
に
非
営

利
団
体
「
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚

園
」
を
設
立
。
96
年
に
現
在
地

の
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
移

転
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
教
育

長
認
可
の
学
校
と
し
て
こ
れ
ま

で
に
数
千
人
の
児
童
が
園
か
ら

巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　

50
周
年
を
記
念
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
東
京
で
記
念
式
典
を

開
催
す
る
。
Ｎ
Ｙ
は
４
月
27
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
同
園
で
、

東
京
は
８
月
23
日
（
土
）
正
午

12
時
か
ら
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
私
学
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予

定
。
卒
園
生
や
そ
の
家
族
と
の

大
き
な
再
会
の
場
と
な
る
。
50

年
の
園
の
歴
史
や
卒
園
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
投
稿
を
載
せ
た
記

念
冊
子
を
配
布
予
定
で
、
こ
ど

も
達
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使

っ
て
、
園
の
歴
史
や
こ
れ
ま
で

取
り
込
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
詳
細
に
語
ら
れ

て
い
る
。

　

式
典
へ
の
参
加
希
望
者
は

氏
名
、
参
加
人
数
を
明
記
し

Ｅ
メ
ー
ルkodomo50thny@

gmail.com

ま
で
申
し
込
む
。

当
日
会
場
で
卒
園
生
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
予

定
。
近
況
を
15
秒
前
後
の
ビ
デ

オ
に
ま
と
め
、
前
述
の
Ｅ
メ
ー

ル
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

kodomony.org/

を
参
照
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

 

創
立
50
周
年
式
典

 

Ｎ
Ｙ
と
東
京
で
開
催
へ

http://www.gwjs.org
http://ymcatfv.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、岡
本
徹
学
園
長
）
は
、

宿
泊
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
回
、

日
帰
り
ス
キ
ー
４
回
を
終
え

た
。
総
勢
１
５
５
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
ど
の
回
も
児

童
生
徒
は
満
面
の
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
た
。
半
数
が
昨
年
度
以

前
か
ら
参
加
し
て
い
る
リ
ピ
ー

タ
ー
で
、
毎
年
ス
キ
ー
を
と
て

も
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
キ
ャ
メ
ル
バ
ッ
ク

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
。
今
年

は
積
雪
量
も
多
く
、
ス
キ
ー
日

和
に
恵
ま
れ
る
日
も
多
か
っ

た
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
ス
キ
ー

の
最
大
の
特
徴
は
プ
ロ
の
ス
キ

ー
講
師
か
ら
講
習
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
同
学

園
の
教
諭
で
プ
ロ
ス
キ
ー
講
師

で
あ
る
青
砥
亮
太
教
諭
は
、
幼

い
頃
よ
り
ス
キ
ー
に
親
し
み
、

自
身
も
ス
キ
ー
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
、
数
々
の
大
会
で
入
賞
を

果
た
し
た
。
ま
た
、
青
砥
教
諭

以
外
に
も
大
学
ま
で
ス
キ
ー
部

に
入
り
、
数
多
く
の
大
会
に
出

場
し
た
教
員
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
ス
キ
ー
指
導
に
最
適
の
人
員

を
集
め
て
い
る
。

　

宿
泊
ス
キ
ー
は
12
月
と
２
月

に
３
泊
４
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
、
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
が
参
加
し
た
。
朝
か

ら
夕
方
ま
で
滑
り
、
２
月
の
ス

キ
ー
で
は
ナ
イ
タ
ー
に
も
挑
戦

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ー

技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
の
片

付
け
を
率
先
し
て
手
伝
っ
た

り
、
嫌
い
な
食
べ
物
も
食
べ
た

り
と
子
ど
も
た
ち
自
身
の
成
長

を
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
プ
と
な

っ
た
。
ま
た
、
普
段
現
地
校
で

英
語
を
話
す
こ
と
が
多
い
子
も

友
達
同
士
で
日
本
語
で
話
を
し

た
り
、
日
本
語
力
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
た
。

　

日
帰
り
ス
キ
ー
は
小
学
１
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
が
参

加
し
た
。
初
め
て
ス
キ
ー
を
す

る
子
が
多
く
、
ま
ず
は
ス
キ
ー

ブ
ー
ツ
を
履
い
た
り
、
ス
キ
ー

板
に
慣
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
。
慣
れ
る
ま
で
は
上
手
く
滑

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
と

普
段
と
違
う
感
覚
に
戸
惑
う
子

も
多
か
っ
た
が
、
段
々
と
感
覚

を
掴
ん
で
く
る
と
転
ぶ
回
数
も

減
り
、
ど
う
す
れ
ば
上
手
に
な

る
か
が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う

だ
。

　

ス
キ
ー
後
は
全
員
が
「
楽
し

か
っ
た
ー
」「
も
っ
と
滑
り
た

い
！
」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の

冬
の
思
い
出
に
残
る
ス
キ
ー
キ

ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

ス
キ
ー
合
宿
無
事
終
了

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
１
７
人
）
は
、
２
月
22
日
に

６
年
生
を
送
る
会
を
行
っ
た
。

３
月
に
卒
業
す
る
初
等
部
の
６

年
生
を
お
祝
い
す
る
会
で
、
５

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
会
を
進

行
し
た
。

　

初
め
に
菅
野
教
頭
よ
り
「
中

等
部
に
進
学
す
る
人
、
日
本
に

帰
国
す
る
人
な
ど
環
境
は
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
全
員
が
日
本
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
仲
間
で
す
。
こ

の
仲
間
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習

授
業
校
で
日
本
に
つ
い
て
学
ん

だ
経
験
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か

ら
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
お
祝
い
の
言
葉
が
６
年
生
に

送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
６
年
生

が
ひ
と
り
ず
つ
在
校
生
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。「
現
地
校

と
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
友

だ
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
乗
り

越
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　

最
後
に
幼
児
部
か
ら
６
年
生

ま
で
の
全
員
が
元
気
な
声
で

「
勇
気
１
０
０
％
」
を
合
唱
。

笑
顔
と
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
心
に
残
る
会
と
な
っ
た
。

６
年
生
を
送
る
会

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

現
地
校
招
待
し
交
流

３
、４
年
生
が
日
本
の
文
化
な
ど
紹
介

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
3
年

生
・
４
年
生
が
、
２
月
21
日
に

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・

ス
ク
ー
ル
を
招
待
し
、
学
校
間

交
流
を
行
っ
た
。

　

招
待
す
る
側
と
し
て
、
日
本

の
文
化
や
そ
の
魅
力
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
か
を
考
え
、
準
備

を
し
て
き
た
。
最
初
に
自
己
紹

介
や
鬼
ご
っ
こ
を
行
っ
て
交
流

を
深
め
た
。
日
本
伝
統
文
化
と

し
て
習
字
、
け
ん
玉
、
コ
マ
、

切
紙
、
折
り
紙
、
輪
投
げ
や
魚

釣
り
遊
び
の
体
験
を
し
て
も
ら

っ
た
。
活
動
を
通
し
て
、
児
童

は
「
英
語
で
話
せ
る
か
心
配
だ

っ
た
け
ど
、話
せ
て
良
か
っ
た
」

「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ

て
い
た
。

NY日本人学校
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8
日
、
育
英
サ
タ
デ
ー
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
小
学
部
1
・

2
年
生
は
、
生
活
科
の
授
業
で

「
お
店
や
さ
ん
」
活
動
を
行
っ

た
。小
学
1
年
生
の
国
語
科「
も

の
の
名
前
」
単
元
を
応
用
し
、

言
葉
の
分
類
を
体
験
的
に
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
名

称
の
階
層
構
造
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、

「
く
だ
も
の
」
と
い
う
包
括
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、「
み
か
ん
」

「
り
ん
ご
」「
バ
ナ
ナ
」
と
い
っ

た
個
別
名
称
の
関
係
性
を
応
用

し
、「
〇
〇
屋
さ
ん
」
と
し
て

大
分
類
を
設
定
し
、
そ
こ
に
属

す
る
個
々
の
商
品
を
児
童
自
身

が
決
定
す
る
形
で
学
習
を
展
開

し
た
。
児
童
は
自
作
の
商
品
を

販
売
し
な
が
ら
、
お
店
の
運
営

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の

仕
組
み
を
楽
し
く
学
ぶ
機
会
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
上
級
生
（
小
２
や
中

学
生
、高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

や
職
員
が
買
い
物
客
と
し
て
参

加
し
、
学
年
間
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
「
お
店
や
さ
ん
」
は

大
盛
況
に
終
わ
っ
た
。
小
1
児

童
た
ち
は
達
成
感
を
味
わ
い
な

が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
温
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

お店やさんごっこ
育英サタデー

小学 1年生楽しむ

　

お
そ
ら
く
皆
さ
ん
も
、
息
子

が
ピ
ク
セ
ル
化
さ
れ
た
マ
イ
ン

ク
ラ
フ
ト
の
画
面
を
見
つ
め
な

が
ら
、
ク
リ
ー
パ
ー
や
ツ
ル
ハ

シ
に
つ
い
て
意
味
の
な
い
話
を

し
て
い
る
の
を
見
て
呆
れ
た

り
、
娘
が
ど
れ
も
同
じ
に
見
え

る
Ｋ
ポ
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
と
不
思
議
に
思
っ
た
り
し
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
大
人
に
と
っ
て
は
、
世
界
が

深
刻
な
危
機
に
直
面
し
、
未
来

に
希
望
が
も
て
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。
多
少
方
向
性
は
違

っ
て
い
て
も
、
お
子
様
は
望
ま

し
い
素
養
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。何
か
に
熱
中
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
何
で
あ
れ
、
親
か
ら
子

供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
最
も
重
要
な
素
養
の
ひ
と
つ

で
す
。
彼
ら
に
熱
意
が
見
ら
れ

な
い
と
き
こ
そ
、
心
配
す
べ
き

な
の
で
す
。｠

　

問
題
は
、
そ
の
熱
意
を
ど
の

よ
う
に
価
値
あ
る
も
の
や
、
将

来
役
立
つ
も
の
に
向
け
さ
せ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
、
子
供
た
ち
に
期
待
す
る
行

動
を
親
が
お
手
本
と
し
て
示
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
、

ど
う
す
れ
ば
時
間
を
も
っ
と
有

効
に
使
え
る
の
か
論
理
的
に
説

明
し
た
り
、
彼
ら
の
「
無
意
味

な
」
探
究
心
に
腹
を
立
て
た
り

す
る
よ
り
も
、
ず
っ
と
効
果
的

で
す
。
そ
の
代
わ
り
に
、
あ
な

た
の
お
気
に
入
り
の
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
曲
を
か
け
た
り
、
あ
る
い

は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
歴
史
に
つ

い
て
深
く
語
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
の
興
味
の
幅
を
広
げ

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
人
生

の
中
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
熱
中

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
な
い
と
示
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。｠

　

家
の
中
を
子
供
た
ち
の
興
味

を
引
き
出
す
よ
う
な
も
の
で
い

っ
ぱ
い
に
す
る
の
も
効
果
的
な

方
法
で
す
。
あ
な
た
が
こ
れ
ま

で
愛
読
し
て
き
た
本
や
絵
画
、

楽
器
な
ど
に
囲
ま
れ
る
こ
と

で
、
彼
ら
に
居
心
地
の
良
い
温

か
い
家
庭
だ
け
で
な
く
、
新
た

な
知
的
刺
激
の
タ
ネ
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、

子
供
の
頃
に
両
親
が
読
ん
で
い

た
本
の
表
紙
に
惹
か
れ
、
そ
の

世
界
を
探
検
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
父
が
車
の
中
で
か
け
て

く
れ
た
音
楽
の
お
か
げ
で
、
今

日
、
私
が
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
楽
し
め
て
い
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。｠

　

よ
り
直
接
的
な
方
法
と
し

て
、
文
化
に
触
れ
る
よ
う
な
場

所
は
、
子
供
た
ち
の
視
野
を
広

げ
る
刺
激
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
新
し
く
開
催
さ

れ
る
ル
ー
ベ
ン
ス
の
肖
像
画
展

に
連
れ
て
行
く
こ
と
は
、
一
見

す
る
と
芸
術
に
対
す
る
興
味
を

永
遠
に
失
わ
せ
る
行
動
の
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
彼
ら
の
反
応
は
あ
な
た
の

関
心
度
合
い
に
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
。
興
奮
は
人
に
伝
わ
る

も
の
で
す
。
子
供
た
ち
が
好
き

な
映
画
の
曲
を
中
心
に
し
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
流
れ
る
午
後

の
ひ
と
と
き
も
、
彼
ら
が
時
代

遅
れ
だ
と
か
、
自
分
と
は
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
た
文
化
の
世

界
へ
の
扉
を
開
く
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。｠

　

子
供
た
ち
が
好
き
な
こ
と
を

受
け
入
れ
、
喜
ん
で
共
感
す
る

こ
と
で
、
彼
ら
は
生
涯
学
習
を

続
け
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。
た

と
え
そ
れ
が
世
代
的
に
理
解
し

難
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら

が
そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
き

っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
が
私
た

ち
の
役
目
で
す
。
私
た
ち
の
親

も
、
私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
選

ん
だ
道
に
対
し
て
同
じ
よ
う
に

感
じ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト

やBLACKPINK

に
つ
い
て
調

べ
、
子
供
た
ち
に
質
問
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
興
味
を
示
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

子
供
た
ち
は
あ
な
た
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
に
も
興
味
を
持

っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

帰国子女アカデミー 　副校長
アンソニー・メイガー相談員

子どもの興味を大切に、
無限の可能性を広げるアプローチ 
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学
校
や
街
中
で
色
の
違
う

ゴ
ミ
箱
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
可
愛
く

す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
紙
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
」、「
可
燃
ゴ
ミ
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ミ
箱

の
目
的
を
無
視
し
て
い
る
こ

と
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
も
考
え
ず
に
捨
て
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

ゴ
ミ
を
分
け
ず
に
捨
て
る
事

は
地
球
に
悪
い
影
響
が
あ
り

ま
す
。

　

地
球
の
表
面
は
、
大
気
が
気

温
を
一
定
に
保
つ
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達

人
間
が
化
石
燃
料
を
燃
や
し

た
時
に
放
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
量
が
増
え
、
宇

宙
に
熱
が
逃
げ
ら
れ
な
く
な

り
、
地
球
に
熱
を
閉
じ
込
め

て
し
ま
い
ま
す
。
地
球
が
温

暖
化
す
る
と
、
氷
床
に
あ
る

氷
が
溶
け
て
大
量
の
水
が
海

に
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
海
面
が
上
昇
し
、
多
く

の
場
所
で
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
何
か
対
策 

を
し
な
け
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
二
千
百

年
に
沈
む
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い

る
基
礎
は
ゆ
っ
く
り
と
沈
み
、

さ
ら
に
海
面
が
上
昇
し
て
い

き
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
は
、

私
た
ち
全
員
が
協
力
し
て
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
問
題
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
大
き
な
問

題
で
す
。
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
な
い
と
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

地
球
を
守
る
こ
と
が
、
そ
こ

に
住
む
私
達
自
身
の
責
任
で

す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
方
法

の
一
つ
は
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を 
削
減
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
を
減
ら
し
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
ク
リ
ー
ン 
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
す
る
方
法
を
見

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「おかし屋さん」
　　　　　　ニュージャージー補習授業校小３
　　　　　　　　　　　　 　　中ざわ　ことは

つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
車
は
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ガ
ス
は
人
間
の
健
康
に

も
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

日
常
生
活
で
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
簡
単
に
で
き
る
こ
と
は
、

車
の
相
乗
り
、 

公
共
交
通
機
関

の
利
用
、
徒
歩
、
自
転
車
な

ど
で
す
。
私
は
日
常
生
活
で

は
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
徒

歩
三
十
分
以
内
の
場
合
、
い

つ
も
車
を
使
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歩
く
こ
と
に
よ

り
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
空
気

中
に
出
る
二
酸
化
炭
素
の
量

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
す
と

き
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
は
分
け
ま
す
。
可
燃
ゴ
ミ

を
減
ら
す
こ
と
で
、
ゴ
ミ
を

燃
や
し
た
時
に
で
る
二
酸
化

炭
素
も
減
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
の
夏
は
と
て
も
暑
い

で
す
が
、
昔
は
こ
ん
な
に
暑

く
な
か
っ
た
と
よ
く
聞
き
ま

す
。
今
で
も
と
て
も
暑
い
の

に
、
も
っ
と
暑
く
な
る
と
外

で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
、
健
康
で
快
適
に

過
ご
せ
る
様
、
一
緒
に
地
球

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

わ
た
し
は
、
お
か
し
屋
さ

ん
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
お
か
し
を
作
る
人

は
お
い
し
い
お
か
し
を
作
り

た
い
と
思
い
な
が
ら
、
作
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
わ
た
し

が
お
か
し
屋
さ
ん
に
な
っ
た

ら
、
わ
た
し
も
同
じ
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
わ
た
し
は
、
か
わ

い
い
お
か
し
や
き
せ
つ
に
よ

っ
て
ち
が
う
お
か
し
を
作
っ

て
み
た
い
で
す
。
と
く
に
、

わ
た
し
が
作
っ
て
み
た
い
お

か
し
は
ケ
ー
キ
で
す
。
い
ろ

ん
な
味
の
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
、

み
ん
な
に
見
せ
て
、「
わ
ぁ
、

こ
の
お
か
し
、
す
ご
い
ね
ぇ
。」

と
言
わ
れ
た
い
で
す
。
そ
う

言
わ
れ
る
と
、「
ま
た
、
い
っ

ぱ
い
お
か
し
を
作
り
た
い
。」

と
思
え
ま
す
。
か
わ
い
い
お

か
し
が
で
き
た
ら
、
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
て
、
ゆ
う
勝
し
て
、

自
ま
ん
し
た
い
で
す
。

　

さ
い
後
に
、
わ
た
し
の
気

持
ち
は
お
か
し
で
み
ん
な
の

心
を
楽
し
ま
せ
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
お
か
し
を
、
ど
ん

ど
ん
生
み
だ
し
て
行
き
た
い

で
す
。　
　

   （
滞
米
６
か
月
）

「
地
球
温
暖
化
の
影
響
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ベ
ン
ポ
ー
ト　

莉
理
愛

「
不
便
が
役
立
つ
？
不
便
益
と
は
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
森　

心
菜

　

今
の
世
の
中
は
「
便
利
は

良
い
こ
と
」
で
「
不
便
は
悪

い
こ
と
」
と
い
う
価
値
観
で
、

「
不
便
で
良
か
っ
た
」
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
筆
者
は
、「『
不
便
』
の

価
値
を
見
つ
め
直
す
」
の
中

で
不
便
の
中
で
も
良
い
面
と

悪
い
面
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
筆
者
の
意
見
に
賛

成
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
移
動

法
や
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
の
事

例
、
工
場
で
の
生
産
方
式
な

ど
の
事
例
を
見
て
不
便
に
も

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
知
っ

た
か
ら
で
す
。

　

筆
者
は
、「
不
便
益
」
は
「
不

便
」
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る

こ
と
が
出
来
、
便
利
だ
け
を

追
求
し
て
い
け
ば
、
本
来
得

ら
れ
て
い
た
楽
し
さ
や
喜
び
、

自
分
の
能
力
を
発
揮
す
る
機

会
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。
私
は
、
不
便

に
良
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
筆
者
の
意
見
を
読
み
、

不
便
に
も
良
い
こ
と
が
あ
る

と
知
り
、
筆
者
の
意
見
は
正

し
い
と
考
え
ま
す
。

　

私
が
感
じ
た
不
便
益
の
事

例
と
し
て
、
日
本
の
学
校
の

登
下
校
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
、
登
下
校
は

歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
不
便
で
す
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
、

バ
ス
に
乗
る
だ
け
で
楽
に
移

動
で
き
て
便
利
で
す
。
し
か

し
、
バ
ス
は
一
定
の
決
ま
っ

た
時
間
に
来
る
の
で
、
乗
り

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
し
ま
す

が
、
歩
い
て
行
く
の
な
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
と
時
間
で
登
下

校
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

準
備
な
ど
の
時
間
に
余
裕
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
つ

ま
り
、
歩
い
て
行
く
と
い
う

こ
と
か
ら
、
自
分
に
合
わ
せ

て
移
動
で
き
、
運
動
に
も
な

る
と
い
う
良
さ
が
あ
り
ま
す
。　

こ
の
よ
う
に
、
不
便
は
悪
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
良

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
こ

と
が
言
え
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

私
は
筆
者
の
意
見
に
賛
成
で

す
。
今
後
は
身
の
回
り
で
は

ど
の
よ
う
な
不
便
益
が
有
り
、

何
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
を
意
識
し
て
見
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
９
か
月
）

　

私
が
幸
せ
だ
な
あ
と
思
え

る
と
き
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
友
達
と
一
緒
に
遊
べ
る

時
、
本
を
た
く
さ
ん
読
め
る

時
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
思

う
存
分
食
べ
ら
れ
る
時
や
、

時
間
を
気
に
せ
ず
静
か
に
絵

を
か
け
る
時
な
ど
い
ろ
い
ろ

思
い
付
き
ま
す
で
も
や
っ
ぱ

り
一
番
最
初
に
頭
に
思
い
う

か
ぶ
の
は
家
族
み
ん
な
で
時

間
を
過
ご
せ
る
時
で
す
。

　

私
の
家
族
が
み
ん
な
用
事

が
な
い
時
は
、
た
い
て
い
テ

レ
ビ
を
見
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
カ
ー
ド
、
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家
族
全

員
が
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
時
間
を
嬉
し
く
過

ご
す
の
が
大
好
き
だ
か
ら
で

す
。
な
の
で
我
が
家
の
週
末

は
騒
が
し
い
で
す
。
学
校
と

仕
事
が
終
わ
っ
た
と
い
う
喜

び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い

ま
す
。
全
員
で
は
し
ゃ
ぎ
な

が
ら
気
分
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
楽
し
い
こ
と
を
し
ま
す
。

こ
の
み
ん
な
で
笑
っ
て
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
れ
る
時
間
が
私
は

一
番
好
き
で
す
。

　

私
の
家
族
は
寄
り
そ
い
な

が
ら
一
緒
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。

忙
し
く
な
け
れ
ば
私
達
は
リ

ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
あ
る
大
き

な
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
何
か
を

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
旅
行

に
行
く
の
も
好
き
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
お
家
が
ベ
ス
ト
で

す
。
私
は
家
族
と
い
っ
し
ょ

に
い
る
の
が
一
番
幸
せ
な
時

間
だ
と
思
え
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

「
私
の
幸
せ
な
時
間
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端　

小
春

　

人
生
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の

重
要
性
を
考
え
る
と
き
、
私
た

ち
が
最
も
見
落
と
し
が
ち
な

の
は
、
た
だ
「
成
果
」
を
追

い
求
め
る
こ
と
に
没
頭
す
る

こ
と
の
危
険
性
で
す
。
確
か

に
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
私
た
ち
が
何
の
た
め

に
努
力
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
根
底
に
あ
る
価
値
を
見
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
人
生
の
美
し
さ
は
、

た
だ
成
し
遂
げ
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
過
程
に
も

あ
り
ま
す
。

　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
生
を
１
つ
の
庭
園
に
例
え

る
と
し
た
ら
、
庭
で
大
き
く

咲
く
花
は
、
私
た
ち
が
達
成

し
た
目
標
や
成
果
を
象
徴
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
花
々
は
堂
々
と
し

て
い
て
、
存
在
感
が
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の

花
々
は
、
そ
れ
を
支
え
る
葉

や
茎
、
そ
れ
に
根
が
な
い
と

咲
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
れ
ら
は
土
や
水
や

太
陽
か
ら
養
分
を
得
る
こ
と

に
よ
り
成
長
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、

こ
の
養
分
と
な
る
も
の
は
、

健
康
的
な
食
事
、
十
分
な
休

養
や
運
動
、
そ
れ
に
一
見
些

細
に
見
え
る
瞬
間
、
例
え
ば
、

家
族
や
友
人
の
笑
顔
、
ゆ
っ

く
り
と
歩
く
朝
の
ひ
と
と
き
、

ふ
と
し
た
瞬
間
に
感
じ
る
幸

せ
な
感
覚
で
す
。
音
楽
や
趣

味
、
教
養
な
ど
も
こ
れ
に
含

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
外
か

ら
は
見
え
づ
ら
く
て
も
、
私

た
ち
の
心
の
中
に
深
く
根
を

張
り
、
真
の
意
味
で
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

　

目
標
を
追
い
求
め
る
こ
と

は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
し

そ
の
過
程
で
心
の
平
穏
や
小

さ
な
幸
せ
を
見
逃
し
て
し
ま

う
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
れ

だ
け
成
功
を
手
に
し
て
も
空

虚
さ
が
残
り
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
、

目
標
と
と
も
に
、
そ
の
目
標

に
至
る
過
程
で
得
ら
れ
る
美

し
さ
や
喜
び
も
大
切
に
す
る

こ
と
で
す
。

　

人
生
に
は
、
た
だ
結
果
を

追
い
求
め
る
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
静
か
な
瞬
間
、
穏

や
か
な
笑
顔
、
そ
し
て
自
分

と
周
り
の
人
を
大
切
に
す
る

時
間
で
す
。
そ
れ
ら
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

成
し
遂
げ
た
成
果
に
深
み
を

加
え
、
豊
か
な
心
を
持
ち
、

美
し
い
庭
園
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

大
切
な
の
は
、
両
方
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
す
。
大
き

な
目
標
に
向
か
っ
て
進
み
つ

つ
、
そ
の
過
程
に
も
目
を
向

け
る
こ
と
。
そ
の
二
つ
の
バ

ラ
ン
ス
こ
そ
が
、
真
の
意
味

で
豊
か
な
人
生
を
築
く
鍵
な

の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
14
年
10
か
月
）

「
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

摩
耶

https://japaneseschool.org
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イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
挟
ん
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
対
岸

に
あ
た
る
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
ア
ス
ト
リ
ア
は
、
昔
か
ら

治
安
が
良
く
、「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
の
エ
リ
ア
と
し
て
も

有
名
だ
。
ま
た
、
ア
ス
ト
リ
ア
に
は
、
有
名
ギ
リ
シ
ア

料
理
店
を
始
め
と
し
て
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
美
味
し
い

世
界
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
く
あ
る
。

　

写
真
は
そ
の
ク
イ
ー
ン
ズ
地
区
ア
ス
ト
リ
ア
で
近
年

開
発
が
活
発
な
川
沿
い
エ
リ
ア
の
新
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
「NuSun Vernon

」。
地
下
鉄
Ｎ
Ｗ
線
か
ら
は
徒
歩

20
分
だ
が
、
家
族
や
ペ

ッ
ト
と
閑
静
な
住
宅
街

で
暮
ら
し
た
い
と
い
う

人
に
は
、
快
適
な
居
住

エ
リ
ア
と
な
る
。
子
連

れ
や
ペ
ッ
ト
な
ど
で
賑

わ
う
公
園
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
パ
ー
ク
か
ら
す
ぐ
の

場
所
に
今
年
中
に
完
成

予
定
だ
。
す
で
に
売
り

出
し
が
始
ま
っ
て
お

り
、
管
理
費
が
他
の
物

件
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
の
が
特
徴
と
の

こ
と
。

　

ス
タ
ジ
オ
ル
ー
ム
が
55
万
７
５
０
０
ド
ル
か
ら

70
万
８
１
２
５
ド
ル
。
ワ
ン
ベ
ッ
ド
が
77
万
２
６
５
０

ド
ル
か
ら
96
万
５
０
０
０
ド
ル
。
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が

１
２
９
万
５
０
０
０
ド
ル
か
ら
１
９
１
万
８
３
７
０
ド

ル
の
値
段
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
新
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
の
物
件
と
し
て
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
帯
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
が
見
え
る
部
屋
も
あ
り
、

イ
ン
テ
リ
ア
も
斬
新
且
つ
温
か
み
の
あ
る
素
敵
な
部
屋

だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
９
０
１
・
７
１
５
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　

nokahata@redacinc.com

　

岡
畠
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
不
動
産
）

イーストリバーが見えるアストリアの新築住宅

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ヨ

ガ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
、
村
井
ゆ
き

こ
さ
ん
に
よ
る
「
姿
勢
改
善
＆

ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
３
月
22
日
（
金
）
午

後
12
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
ま

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
で
開
催
さ
れ
る
。

　
「
自
分
の
姿
勢
に
自
信
が
あ

り
ま
す
か
？　

今
の
自
分
の
姿

勢
の
ク
セ
を
理
解
し
、
日
常
生

活
の
ス
キ
マ
時
間
の
運
動
習
慣

で
体
の
歪
み
を
と
り
ス
タ
イ
ル

ア
ッ
プ
す
る
知
識
を
学
び
ま

す
。
美
姿
勢
を
手
に
入
れ
る
だ

け
で
、
見
た
目
体
重
5
キ
ロ
軽

く
、
見
た
目
年
齢
7
歳
若
く
見

ら
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
夏
ま

で
に
美
姿
勢
を
手
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。
一
人
一
人
の
姿
勢
を
分

析
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

と
話
す
。

　

村
井
さ
ん
は
、
20
年
間
日
本

で
公
務
員
と
し
て
働
き
、
日
米

で
出
産
を
経
験
し
、
産
前
・
産

後
か
ら
更
年
期
以
降
の
女
性
の

精
神
面
、
身
体
面
に
お
い
て
、

い
か
に
骨
盤
、
骨
盤
底
筋
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
体
作
り
が
大
切

か
を
実
感
。
１
回
の
人
生
、
他

の
仕
事
も
体
験
し
て
み
た
い
！

と
公
務
員
生
活
に
終
止
符
を
打

ち
、
ヨ
ガ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

次
の
人
生
劇
場
へ
進
ん
だ
と
い

う
。
骨
盤
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ソ
ッ
ド
『
骨

盤
調
整
コ
ア
ヨ
ガ
』
を
考
案
、

２
０
１
０
年
よ
り
世
界
中
に
住

む
延
べ
１
・
５
万
人
の
女
性
た

ち
に
姿
勢
改
善
、
歩
き
方
を
指

導
し
て
い
る
。

　

参
加
費
は
40
ド
ル
。
会

場
は
Ｎ
Ｙ
ダ
ン
ス
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
（
７
番
街

４
２
１
番
地
、
３
階
、NY 

Dance Artistry 421 7th 
Ave｠3Fl.#300,｠N

ew 
York, NY 10001

）。

定

員
10
人
。
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（｠https://

w
w
w
.reservestock.jp/

events/905421

）

か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
２
８
０
・
６
０
１
３
、

村
井
さ
ん
。

姿
勢
を
改
善
し
て
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
！

村井ゆきこ
ワークショップ
３月 22日 NYで

 緑の芝生に白いフェンスが新
鮮。木製だと、年月を経てペ
ンキがはげてきたり腐食した
りして来るが、ビニール製だ
とメンテナンスが簡単で、半
永久的に使えるのがありがた
い。２冊単位で販売している
ので、自宅の庭の広さに合わ
せて設置する。敷地の少し内
側に立てるのがコツ。クラシ
ックな郵便受けなども似合い
そうだ。ホームデポで販売。
価格は $31 から。
www.homedepot.com

Chelsea 3 ft. H x 8 ft. W White Vinyl Spaced Picket Fence Panel

郊外住宅にピケット・フェンス
メンテナンス簡単なビニール式

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:nokahata@redacinc.com
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介
護
の
現
場
に
い
て
、
職
員

や
利
用
者
と
話
を
し
て
い
て
、

そ
の
会
話
内
容
の
８
割
は
あ
る

こ
と
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。
そ
れ

は
「
他
人
の
噂
話
」。
そ
こ
に

い
な
い
他
人
の
評
判
や
評
価
を

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
あ
る
い

は
、
そ
の
他
人
へ
の
接
し
方
や

こ
う
い
う
態
度
を
と
る
と
こ
う

反
応
す
る
と
か
、
笑
い
話
で
あ

っ
た
り
、
あ
ま
り
気
持
ち
の
い

い
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が

「
レ
ッ
テ
ル
」
を
貼
り
た
が
っ

て
い
た
り
す
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
の
で
す
。
で
も
、
不
思

議
で
す
よ
ね
。「
レ
ッ
テ
ル
貼

り
」
の
話
を
し
て
い
る
と
、
そ

こ
に
居
る
メ
ン
バ
ー
は
何
故
か

一
体
感
が
生
ま
れ
、
自
然
と

「
チ
ー
ム
」
の
よ
う
な
温
も
り

さ
え
も
感
じ
る
の
で
す
。
な
ん

か
イ
ヤ
だ
な
あ
（
笑
）
気
持
ち

い
い
温
も
り
じ
ゃ
な
い
で
す
よ

ね
。
今
回
は
他
人
に
「
レ
ッ
テ

ル
を
貼
る
と
い
う
習
性
」
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

人
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

「
男
の
子
だ
、
女
の
子
だ
」
と

性
別
に
分
け
る
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
貼
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
だ
」
は
な
い
は
ず
で
す
。

そ
う
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
そ
の
瞬
間
か
ら

そ
れ
に
従
う
よ
う
に
自
然
に
育

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て
、

大
人
に
な
っ
て
く
る
と
、
自
然

に
身
に
つ
い
た
「
レ
ッ
テ
ル
の

貼
り
方
」
に
は
個
性
が
つ
い
て

き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
人
間
に
対

す
る
「
ト
リ
セ
ツ
」
と
で
も
い

う
の
で
し
ょ
う
か
。
冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
に
自
分
が
理
解
で
き

な
い
人
間
や
、そ
れ
を
超
え
た
、

イ
ヤ
な
思
い
を
し
た
人
間
に
対

し
て
、
ど
う
接
し
た
ら
い
い
か

他
人
に
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
を
す
る

習
性
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
他
人
に
は
敵
意
や

嫌
悪
感
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
よ

ね
。
そ
れ
を
そ
こ
に
居
る
人
に

井
戸
端
会
議
的
に
打
ち
明
け
る

こ
と
で
、
ど
う
に
か
「
ト
リ
セ

ツ
」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
ま

す
。「
あ
あ
、
み
ん
な
そ
う
思

っ
て
い
た
ん
だ
」「
や
っ
ぱ
り

あ
い
つ
は
ダ
メ
な
や
つ
な
ん

だ
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
同

意
を
得
て
、「
自
分
自
身
の
安

心
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、「
レ
ッ
テ
ル

を
貼
る
」
と
い
う
の
は
、
で
き

る
だ
け
、
そ
の
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
単
純
化
し
た

い
（
考
え
た
く
な
い
）、
接
し

方
の
種
類
も
、
多
く
て
も
６
種

類
く
ら
い
に
分
け
て
し
ま
う
方

が
、
そ
の
人
と
の
距
離
感
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
度
合
い

を
計
る
防
衛
力
も
保
ち
や
す
い

の
で
す
。
逆
に
、
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
ず
に
、「
そ
の
人
と
な
り

を
決
め
つ
け
ず
に
、
そ
の
人
の

個
性
を
重
視
し
て
接
し
ま
し
ょ

う
」
と
時
間
を
か
け
て
い
る
間

に
、
も
し
か
し
た
ら
、
自
分
が

大
怪
我
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
避
け
る

た
め
に
、「
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
」

の
は
都
合
の
い
い
防
衛
の
た
め

の
武
器
で
も
あ
る
の
で
す
。「
レ

ッ
テ
ル
最
高
！
」
で
す
か
？
い

や
い
や
、
逆
に
、
自
分
に
レ
ッ

テ
ル
が
貼
ら
れ
た
ら
、
ど
う
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
？

　

自
分
に
対
し
て
、「
あ
な
た

は
認
知
症
だ
」「
あ
な
た
は
障

害
者
だ
」
と
言
わ
れ
た
く
な
い

で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
レ
ッ
テ
ル

は
死
ん
で
も
貼
ら
れ
た
く
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ

っ
て
、
そ
ん
な
の
「
差
別
」
だ

し
、
自
分
に
そ
ん
な
の
貼
ら
れ

た
ら
「
心
理
的
虐
待
」
と
し
か

思
え
な
い
し
、
絶
対
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
し
、
本
当
に
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
ら
「
絶
望
感
」
だ

っ
て
持
つ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
こ

そ
、
健
全
な
世
界
か
ら
置
い
て

け
ぼ
り
に
さ
れ
た
孤
独
感
だ
っ

て
・
・
・
さ
ら
に
自
分
以
外
の

周
囲
の
人
間
は
一
斉
に
、
自
分

を
一
般
社
会
か
ら
隔
離
さ
せ
よ

う
と
し
て
し
ま
う
「
拘
束
」
だ

っ
て
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
せ
め
て
、
健
全
で
あ
る
う

ち
に
、
あ
な
た
だ
け
は
、
そ
の

対
象
者
に
、
今
ま
で
通
り
、
興

味
関
心
を
持
ち
続
け
、
決
し
て

遠
ざ
け
る
こ
と
な
く
、「
レ
ッ

テ
ル
貼
り
」
も
、「
決
め
つ
け
」

「
ト
リ
セ
ツ
」
を
作
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
や
常
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
そ

の
人
が
自
分
の
目
を
見
て
く
れ

な
く
て
も
、
避
け
ら
れ
て
も
、

大
声
を
上
げ
ら
れ
て
も
、
健
常

者
と
同
じ
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
適
度
に
と
る
こ
と

を
続
け
ま
し
ょ
う
。
無
意
味
な

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
な
い
た
め
に

は
、
意
識
し
て
、
日
常
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で

す
。
相
手
の
誤
解
で
は
な
く
、

自
分
の
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
て
、「
信
頼
関
係
」
を
築

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
別
に

面
と
向
か
わ
な
く
て
、
会
話
と

は
言
え
な
い
、
独
り
言
の
よ
う

な
「
雑
談
」
程
度
で
い
い
の
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の
居
な

い
場
で
の
噂
話
は
で
き
る
だ
け

「
い
い
レ
ッ
テ
ル
」
を
貼
る
井

戸
端
会
議
に
し
た
い
で
す
ね
。

今
日
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
井
戸
端
会
議
み
た
い
な

こ
と
を
す
る
時
は
で
き
る
だ
け

人
の
噂
話
や
ト
リ
セ
ツ
み
た
い

な
話
を
す
る
と
き
は
「
い
い
レ

ッ
テ
ル
」
話
を
す
る
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
と
、

あ
と
、
こ
れ
だ
け
は
絶
対
起
き

る
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
言
っ

て
お
き
ま
す
。「
人
に
レ
ッ
テ

ル
を
貼
る
数
だ
け
、
自
分
も
ど

こ
か
で
レ
ッ
テ
ル
貼
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な

く
！
怖
（
き
ゃ
ー
）

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
冬

か
ら
春
へ
と
移
り
変
わ
る
こ
の

時
期
に
、
水
素
が
ど
の
よ
う
に

役
立
つ
か
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
寒
さ
や
日
照
時
間
の
短

さ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

を
感
じ
や
す
か
っ
た
冬
か
ら
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
向
け
た
体

調
管
理
に
、
水
素
が
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
を
探

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

水
素
は
、
体
内
の
活
性
酸
素

を
減
ら
し
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
す
る
こ
と
で
、
疲
労
感
や

筋
肉
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

倦
怠
感
が
軽
減
さ
れ
、
睡
眠
の

質
が
向
上
し
や
す
く
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
冬
場
は
寒

さ
で
血
流
が
滞
り
や
す
く
、
体

が
冷
え
る
こ
と
で
筋
肉
も
硬
く

な
り
が
ち
で
す
が
、
水
素
の
摂

取
に
よ
っ
て
血
行
が
促
進
さ
れ

る
と
、
冷
え
に
よ
る
疲
労
感
の

軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

水
素
吸
入
は
、
血
流
を
促
進

し
、
酸
素
や
栄
養
素
を
全
身
に

行
き
渡
ら
せ
る
サ
ポ
ー
ト
が
期

待
で
き
ま
す
。
水
素
風
呂
は
、

寒
さ
で
固
ま
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ

し
、
乾
燥
し
た
肌
の
ケ
ア
に
も

適
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら

は
、「
水
素
風
呂
の
入
浴
後
は

体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
、
ぐ
っ
す

り
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

い
う
声
を
よ
く
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
お
風
呂
に
入
る
の

が
不
安
な
一
人
暮
ら
し
の
方
に

も
、
手
軽
に
取
り
入
れ
や
す
い

水
素
の
足
湯
が
お
す
す
め
で

す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
で
も
、
水
素
吸

入
後
に
「
手
先
や
足
先
が
ポ
カ

ポ
カ
に
な
っ
た
」
と
の
声
を
い

う
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
こ
そ
、
水

素
を
活
用
し
て
体
を
整
え
、
快

適
な
日
々
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
水
素
を
生
活
に
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
27
）
水
素
と
冬
の
疲
労
回
復

た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

血
管
が
細
く
、
霜
焼
け
が
破
れ

て
出
血
す
る
ほ
ど
血
流
が
悪
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
嘘
の

よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。
長
時

間
の
移
動
や
旅
行
の
際
は
も
ち

ろ
ん
、
風
邪
を
引
い
た
と
き
に

も
、
水
素
サ
プ
リ
を
朝
晩
多
め

に
摂
取
し
、
体
の
リ
カ
バ
リ
ー

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

水
素
吸
入
や
水
素
水
、
水
素

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
水
素
風
呂
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
方
法
で
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
冬
の
疲
れ
を
和

ら
げ
、
春
を
迎
え
る
準
備
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
最
も

古
い
イ
タ
リ
ア
料
理
店
の
ひ
と

つ
、
キ
ャ
ロ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ

の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
ズ
・
フ

ォ
ッ
カ
ッ
チ
ェ
リ
ア
が
先
月
、

創
業
１
２
１
年
で
閉
店
し
た
。

　

ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
や
ひ
よ
こ

豆
の
粉
を
使
っ
た
パ
ネ
ッ
レ
の

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
、
シ
チ
リ

ア
名
物
に
定
評
が
あ
っ
た
同
店

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
「
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
は
な
く
、
レ
ッ
ド

フ
ッ
ク
の
日
没
と
共
に
消
え
て

い
く
、
相
応
し
い
最
後
を
迎
え

ら
れ
た
。
最
後
の
料
理
を
提
供

せ
ず
、
さ
よ
な
ら
を
言
わ
ず
に

閉
店
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す

る
」
と
投
稿
し
た
。
２
月
25
日

付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
紙
電
子
版
の

記
事
に
よ
る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
降
同
店
の
常
連
た
ち
は
外

食
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
経

営
は
低
迷
し
て
い
た
。
75
歳
の

オ
ー
ナ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ッ

フ
ァ
さ
ん
は
最
近
、
腰
痛
で
１

か
月
休
養
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
以
前
の
よ
う
に
12
時
間

立
っ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
、
子
供
は
い
る
が
同

店
を
継
ぐ
意
志
が
な
い
こ
と
か

ら
引
退
を
決
断
し
た
と
い
う
。

バ
ッ
フ
ァ
さ
ん
は
「
営
業
す
る

な
ら
ば
、
自
分
は
常
に
店
に
い

な
く
て
は
気
が
済
ま
な
い
性
格

だ
。
同
店
は
ま
さ
に
自
分
の
人

生
、
ほ
か
の
誰
に
も
渡
し
た
く

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

シ
チ
リ
ア
生
ま
れ
の
バ
ッ
フ

ァ
さ
ん
は
１
９
７
１
年
に
移
民

と
し
て
Ｎ
Ｙ
に
渡
り
、
75
年
に

妻
の
父
親
が
経
営
し
て
い
た
同

店
を
引
き
継
ぎ
、
以
来
52
年

間
、
一
度
も
病
欠
す
る
こ
と
な

く
営
業
を
続
け
た
。
同
店
は
マ

ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監

督
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ

リ
オ
、
マ
ッ
ト
・
デ
イ
モ
ン
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
出
演

の
映
画
『
デ
ィ
パ
ー
テ
ッ
ド
』

（
２
０
０
６
年
）
に
も
登
場
し

て
い
る
。

 

星
の
島
句
会

取
り
入
れ
の
鎌
に
レ
タ
ス
の
雫
か
な 
江
坂
衣
代　
　
　

雪
解
け
の
道
へ
見
送
る
霊
柩
車 
太
田
風
子　

藁
屋
根
や
雪
解
し
ず
く
の
撥
ね
る
音 
亀
田
種
子

皿
に
置
く
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
翳
り
か
な 

月
野
ぽ
ぽ
な

hoshinoshima819@gmail.com

老舗イタリアン
１２１年の歴史に幕

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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人
間
の
肉
体
を
健
全
な
状
態

に
保
つ
た
め
に
は
、
栄
養
、
運

動
、
休
養
の
３
つ
の
微
妙
な
組

み
合
わ
せ
が
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
本
書
は
私
た
ち
が
な
ぜ

疲
れ
る
の
か
を
掘
り
下
げ
、
そ

の
原
因
を
取
り
払
う
た
め
の
方

策
と
し
て
の
こ
の
３
要
素
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
る
。
運
動
も

栄
養
も
学
問
と
し
て
成
立
し
て

お
り
、
運
動
で
は
体
育
大
学
が

あ
り
、
栄
養
も
栄
養
士
の
学
校

が
あ
り
、
実
習
と
座
学
の
両
面

の
学
問
と
し
て
古
く
か
ら
存
在

す
る
。
し
か
し
「
休
養
」
の
あ

り
方
を
学
ぶ
学
問
と
い
う
の
は

存
在
し
な
い
。
休
養
大
学
な
ど

と
い
う
大
学
が
あ
っ
た
ら
、
な

ん
だ
か
怠
け
て
勉
強
し
な
い
大

学
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
卒
業

し
て
も
き
ち
ん
と
就
職
が
で
き

そ
う
に
な
い
名
前
の
大
学
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
日
本
は
「
疲

労
大
国
」
な
の
だ
そ
う
だ
。
昔

の
肉
体
労
働
の
疲
れ
で
は
な

く
、
１
日
中
パ
ソ
コ
ン
と
向
か

い
な
が
ら
人
間
関
係
に
神
経
を

す
り
減
ら
し
、
相
手
の
機
嫌
を

損
ね
な
い
よ
う
に
、
失
礼
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
配
り
を
徹
底

す
る
。

　

体
を
動
か
し
て
、
体
力
を
消

耗
し
て
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
場

合
は
、
横
に
な
っ
て
し
ば
し
休

み
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
カ
フ
ェ

イ
ン
の
入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
で
一

時
的
な
疲
労
感
は
薄
れ
る
が
、

蓄
積
し
て
い
っ
た
疲
労
は
ど
の

よ
う
に
排
除
す
る
の
か
。
そ
れ

を
溜
め
込
ん
で
い
く
先
に
は
ど

ん
な
健
康
被
害
が
待
ち
受
け
て

い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。
休
む
こ
と
＝
寝
る
こ

と
で
は
な
い
。
と
い
う
前
提
に

立
っ
て
、
一
通
り
読
み
終
わ
る

と
、
疲
労
し
や
す
い
体
力
の
人

は
、
単
に
休
む
だ
で
は
な
く
、

疲
労
の
回
復
力
を
つ
け
る
た
め

の
「
活
力
」
と
い
う
も
の
を
つ

け
る
必
要
性
を
解
い
て
い
る
。

最
初
は
軽
い
も
の
か
ら
始
め
る

が
、
基
本
、
次
の
４
条
件
を
満

た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
つ
目
は
、
自
分
で
決
め
た

負
荷
で
あ
る
こ
と
。誰
か
に「
や

り
な
さ
い
」
と
押
し
付
け
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
決

め
る
こ
と
が
大
事
。
押
し
付
け

ら
れ
た
も
の
だ
と
そ
れ
が
ま
た

別
の
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

２
つ
目
は
、
仕
事
と
関
係
な

い
負
荷
で
あ
る
こ
と
。
仕
事
で

疲
れ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
仕

事
で
負
荷
を
増
や
す
の
は
道
理

に
合
わ
な
い
。
家
族
か
ら
「
日

曜
大
工
で
家
具
を
作
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
と
頼
ま
れ
、
面
倒
く

さ
く
て
逃
げ
て
い
る
よ
う
な
場

合
は
、
仕
事
と
は
関
係
な
い
の

で
負
荷
と
し
て
は
最
適
だ
と
。

　

３
つ
目
は
、
そ
れ
に
挑
戦
す

る
こ
と
で
、
自
分
が
成
長
で
き

る
よ
う
な
負
荷
で
あ
る
こ
と
。

分
厚
い
本
を
読
む
と
か
、
地
域

活
動
で
何
か
の
係
を
引
き
受
け

る
な
ど
、「
ち
ょ
っ
と
難
し
い

け
ど
、
こ
れ
が
で
き
た
ら
自
分

は
成
長
す
る
だ
ろ
う
な
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

４
つ
目
は
、
楽
し
む
余
裕
が

あ
る
こ
と
。
く
れ
ぐ
れ
も
無
理

は
禁
物
。
で
き
れ
ば
精
神
的
な

も
の
、
肉
体
的
な
も
の
そ
れ
ぞ

れ
に
負
荷
を
与
え
る
も
の
が
あ

る
と
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
。
そ

し
て
、体
を
休
ま
せ
る
究
極
は
、

お
風
呂
だ
そ
う
だ
。
お
風
呂
に

入
る
と
疲
れ
が
取
れ
る
こ
と

は
、
多
く
の
人
が
実
感
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
お
風
呂
に
入

る
と
水
圧
が
か
か
る
の
で
、
一

か
所
に
止
ま
っ
て
い
た
血
液
が

心
臓
に
押
し
返
さ
れ
て
血
行
が

良
く
な
り
、
血
液
の
流
れ
と
共

に
老
廃
物
が
除
去
さ
れ
て
、
酸

素
と
栄
養
が
細
胞
に
届
け
ら
れ

る
。
お
風
呂
の
お
湯
に
つ
か
る

こ
と
で
体
に
か
か
る
水
圧
は
体

全
体
で
計
算
す
る
と
３
５
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
そ
う
だ
。

好
き
な
戸
外
の
趣
味
を
楽
し
ん

で
毎
日
入
浴
す
れ
ば
、
疲
れ
知

ら
ず
の
肉
体
に
な
れ
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

活力養成が最大の休息
片野秀樹・著
 東洋経済・刊

■ Yes, Noh（関直美、クラシップ）寿の祝いで舞った百歳
の老女小野小町の能『関寺小町』。その舞台でシテ（主役）
が倒れた。神に捧ぐ能は途中で止めることは許されない。
シテを舞台袖に寝かしたまま舞台は続く。この命を懸けた
能を観た著者は一切を捨て能の世界へ飛び込む。NYから
34歳で能の世界に飛び込んだ女性能楽師の半生。■やっ
ぱり宇宙はすごい（佐々木亮、SB新書）「太陽フレアとは
何か」「ブラックホールはどう生まれるのか」「地球外生命
体は本当に存在するのか」私たちが生きている宇宙にはた
くさんの謎が溢れている。理化学研究所やアメリカ航空宇
宙局（NASA）の研究員として恒星フレアの研究に携わっ
た著者が、宇宙研究の最前線をやさしく解説する。■経済
の仕組み（原田亮介、日本経済新聞出版）人生設計や投資
を考える時、判断の成否を分けるカギとなるのは「経済の
先行きを読む力」。その「先読み力」を確実に強化する方
法を、日経新聞論説フェローでWBS解説キャスターを務
める著者が解説する。相場、金利、景気の話など断片的な
知識を、体系的な教養に変えてくれる本。■正体（染井為
人、光文社文庫）埼玉で2歳の子を含む一家3人を惨殺し、
死刑判決を受けている少年死刑囚が脱獄した。東京オリン
ピック施設の工事現場、スキー場の旅館の住み込みバイト、
新興宗教の説教会、人手不足にあえぐグループホームなど
の場所で潜伏生活を送りながら捜査の手を逃れ、必死に逃亡を続ける少年の
目的とは。人気俳優・横浜流星主演で昨年映画化された。■機械仕掛けの太
陽（知念実希人、文春文庫）大学病院でコロナ病棟の担当者に任命されたシ
ングルマザーの医師・椎名梓。同じ病院の看護師・硲瑠璃子は独身ゆえにコ
ロナ病棟勤務を命じられる。そして70歳を超え持病もありながら地域の患
者を救うためコロナに立ち向かう町医者の長峰邦昭。戦場と化した医療現場
の2年半のリアルを描く。■砂男（有栖川有栖、文春文庫）都市伝説「砂男」
を調べていた学者が刺殺され、死体にはなぜか砂時計の砂が撒かれていた。
奇怪な殺人事件に火村とアリスが挑む表題作など、幻の「火村シリーズ」と「江
神シリーズ」ほか、6つのミステリーを収録した作品集。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

能
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
女
性
能
の
半
生
。
激
動
す
る
宇
宙
を
解
き
明
か
す
。
波
乱
の

時
代
、
株
・
金
利
・
為
替
は
ど
う
動
く
？  

逃
亡
と
潜
伏
を
繰
り
返
す
少
年
の
目
的
と
は
。

コ
ロ
ナ
病
棟
の
リ
ア
ル
を
描
く
。
２
つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
収
録
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

物
語
の
舞
台
は
ペ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ペ
ッ
ト
」

の
地
下
深
く
に
あ
る
、
新
種
生

物
を
つ
く
る
秘
密
の
研
究
所
。

半
分
ね
ず
み
で
半
分
ぞ
う
の
バ

ー
ナ
バ
ス
は
、
失
敗
作
と
さ
れ

た
生
き
も
の
た
ち
が
集
ま
る
部

屋
の
ガ
ラ
ス
瓶
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
外
の
世
界
に
あ

こ
が
れ
る
バ
ー
ナ
バ
ス
は
、
あ

る
と
き
、
で
き
そ
こ
な
い
の
仲

間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
危
険

な
冒
険
に
の
り
だ
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
カ
ナ
ダ
総
督

賞
・
絵
本
賞
、
ア
マ
ゾ
ン
Ｕ
Ｓ

Ａ 

２
０
２
０
ベ
ス
ト
絵
本
な

ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
た
、 

72
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
長
編
作

品
。
世
界
10
か
国
以
上
で
翻
訳

出
版
さ
れ
た
、
絵
本
作
家
フ
ァ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
よ
る
冒
険

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
主
人
公
バ
ー

ナ
バ
ス
の
ほ
か
に
も
、
個
性
的

な
人
口
ペ
ッ
ト
が
20
種
類
以
上

も
登
場
。
な
か
な
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
だ
が
、
ま
る
で
ア

ニ
メ
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
に

細
か
く
作
り
込
ま
れ
た
世
界
観

が
楽
し
め
る
本
。
日
本
語
版
は

21
年
に
原
田
勝
の
翻
訳
で
発
表

さ
れ
た
『
バ
ー
ナ
バ
ス
の
だ
い

だ
っ
そ
う
』（
学
研
）。（
高
田
）　

人
口
ペ
ッ
ト
た
ち
の
大
冒
険

 『The Barnabus Project』
Written by The Fan Brothers
Published by Tundra Books

http://www.ojfd.com
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 156
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ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
偲
ぶ
館
で

　早春３月でも戸外はまだ肌寒く、週末はマンハッタンに数多く散在する博
物館や美術館に足が向く。16 丁目のユダヤ歴史センターでは 10 月末まで「ア
ンネ・フランク展」が開催中。アンネと家族がアムステルダムで 1942 年か
ら 1944 年にかけてナチスから身を隠していた住居を再現した展示で、数十
点の遺品も展示されている。筆者の小中学校時代、感想文コンクールの入選
作品には必ず見られた題材だったが、1970 年代の「オイルショック」時には
「アンネは実は陰湿な少女だった」などと週刊誌に載り、辟易させられた記憶
がある。その頃ドイツはホロコーストを謝罪し、イスラエルに様々な補償や
若者のボランティアを送っていたのに対し、日本の世論は反イスラエルのア
ラブ石油諸国に翻弄されていた。図書館にがぎっしりと並べられたは西洋の
名作を題材とした感想文などには長けている反面、遠い外国の実態理解や外
国人とのコミュニケーションにはお粗末だった。今日長生きしている「アン
ネの日記」が教えてくれるものを素直に受け止めたい。 

 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：ランディー　（69 歳）
◇職業：マンハッタンの広告
会社で副ディレクター
◇居住地：ニュージャージー
州
◇着用の服：コートはカルバ
ンクライン、帽子はギャップ、
靴は DSW、サングラスはノン
ブランド

◇よく利用する店：ザラ
◇好きなブランド：ボッテガ、
プラダ
◇着こなしで気をつけている
こと：着心地が良くて、体に
フィットする物を好む
◇撮影場所：14 丁目５番街と
６番街の間

　

映
画
「
ビ
リ
ギ
ャ
ル
」
で
有

名
な
作
家
で
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、

起
業
家
で
も
あ
る
小
林
さ
や
か

さ
ん(

36)

が
２
月
27
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ)

で
対
談

形
式
の
講
演
と
サ
イ
ン
会
を
行

っ
た
。
退
学
寸
前
の
問
題
を
抱

え
た
中
学
生
か
ら
難
関
大
学
、

慶
應
義
塾
大
学
の
入
試
に
合
格

す
る
ま
で
の
自
身
の
道
の
り
を

描
い
た
２
０
１
５
年
の
映
画

『
ビ
リ
ギ
ャ
ル
』
の
公
開
10
周

年
を
記
念
し
、
彼
女
の
人
生
、

キ
ャ
リ
ア
、
執
筆
活
動
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
に
発
表

し
た
著
書
『
私
は
こ
う
し
て
勉

強
に
ハ
マ
っ
た
』
に
つ
い
て
も

紹
介
し
た
。
対
談
の
相
手
は
Ｊ

Ｓ
の
理
事
で
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
の
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
務
め
る
面
圭
史
（
ほ
お
つ

き
・
け
い
し
）
さ
ん
が
務
め
た
。

　
「
聖
徳
太
子
」を「
せ
い
と
く
・

た
こ
」
と
読
み
、
日
本
地
図
を

描
い
て
み
て
と
先
生
に
言
わ
れ

て
「
ま
る
」
を
描
い
た
高
校
２

年
の
時
の
小
林
さ
ん
を
慶
應
に

向
か
わ
せ
た
の
は
い
っ
た
い
何

だ
っ
た
の
か
。

　

母
の
勧
め
で
塾
の
面
談
へ
赴

い
て
坪
田
信
貴
氏
と
出
会
い

「
東
大
行
く
？
」
と
聞
か
れ
「
イ

ケ
メ
ン
の
い
る
大
学
が
い
い
」

「
な
ら
慶
應
ボ
ー
イ
の
い
る
慶

應
か
」「
わ
あ
、
め
っ
ち
ゃ
ウ

ケ
る
。
櫻
井
翔
く
ん
の
い
る
慶

應
！
」。
そ
れ
が
小
林
さ
ん
の

エ
ン
ジ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

た
瞬
間
だ
っ
た
。「
動
機
は
不

純
と
怒
る
人
は
い
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
そ
れ
で
い
い
と
思

う
。
自
分
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

っ
た
ん
だ
か
ら
」。

　

周
り
の
人
は
「
受
か
る
わ
け

な
い
じ
ゃ
ん
」
と
相
手
に
し
て

く
れ
な
か
っ
た
が
、
猛
勉
強
に

励
ん
で
1
年
半
で
偏
差
値
が
40

上
昇
し
た
結
果
、
慶
應
義
塾
大

学
総
合
政
策
学
部
、
関
西
学
院

大
学
、
明
治
大
学
へ
の
現
役
合

格
を
果
た
す
と
、
周
囲
の
目
は

一
変
し
た
。
評
価
は
２
通
り
に

分
か
れ
た
。「
頑
張
っ
た
ね
！

す
ご
い
！
」
と
い
う
賞
賛
と
同

じ
く
ら
い
「
受
か
る
と
思
っ
た

よ
、
も
と
も
と
頭
は
良
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
ね
」
と
い
う
納
得

派
。
そ
の
時
「
人
間
は
結
果
で

判
断
す
る
も
の
だ
」
と
理
解
し

た
。
人
が
頑
張
れ
る
条
件
は
２

つ
。「
自
分
に
は
で
き
る
」
と

い
う
絶
対
的
な
自
信
と
「
こ
れ

を
絶
対
に
達
成
し
て
手
に
入
れ

た
い
」
と
い
う
強
い
願
望
だ
と

い
う
。

　

新
し
い
会
社
、Ａ
Ｇ
Ａ
Ｌ（
あ

が
る
）
＝
Ａ
ギ
ャ
ル
＝
を
立
ち

上
げ
、「
日
本
の
若
者
や
日
本

人
に
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
自

分
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
勇

気
を
与
え
た
い
」。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
２
年
間
通
い
、
英
語

も
上
達
し
た
。「
頑
張
っ
て
、

慶
應
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
、
自
分

の
会
社
設
立
と
努
力
が
全
部
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
こ

に
い
て
も
同
じ
だ
と
ア
メ
リ
カ

の
人
に
伝
え
た
か
っ
た
」
と
話

し
、
大
勢
の
観
客
か
ら
祝
福
さ

れ
て
い
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　元祖ビリギャル

小林さやかさん

「
頑
張
れ
る
自
分
に
自
信
持
っ
て
」

https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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皆
が
笑
顔
に
な
れ
る
楽
し
い
会
に　
　

大
滝　

哲
生

　

こ
の
度
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
新
潟
市
秋
葉
区
出
身
の
大
滝
哲
生
で
す
。
私
が
Ｎ
Ｙ
へ
来
て
、

早
い
も
の
で
約
11
年
も
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
方
々
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
番
最
初
の
き
っ
か
け
を
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
大
坪
賢
次
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
名
誉
会

長
と
奥
様
の
理
恵
さ
ん
で
し
た
。
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
の
ご
紹
介
を
初
め
、こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
、
大
坪
名
誉
会
長
ご
夫
妻
は
じ
め
、
県
人
会
の
会
員
の
皆
様
か
ら
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
そ
し
て
学
び
、
今
の
私
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人

会
は
、
同
郷
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｎ
Ｙ
で
共
に
頑
張
っ
て
い
る
同
志
達
へ
会
う
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
場
所
で
あ
り
、

私
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
35
年
間
県
人
会
を
ま
と
め
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
大
坪
賢
次
名
誉
会
長
か
ら
の
教
え
を

も
と
に
、
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
へ
参
加
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
人
達
に
と
っ
て
、
毎
回

参
加
し
た
く
な
る
、
心
温
ま
る
皆
が
笑
顔
に
な
れ
る
楽
し
い
会
を
こ
れ
か
ら
も
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会

は
２
月
19
日
に
市
内
レ
ス
ト
ラ

ン
で
開
催
し
た
新
年
会
で
大
坪

賢
次
会
長
が
名
誉
会
長
に
退

き
、
新
会
長
に
こ
れ
ま
で
副

会
長
と
し
て
大
坪
氏
を
支
え

て
き
た
大
滝
哲
生
さ
ん
（
36)

が
就
任
し
た
。
同
県
人
会
は
、

１
９
８
９
年
10
月
ブ
ッ
シ
ュ
シ

ニ
ア
米
大
統
領
、
竹
下
登
総
理

の
頃
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
「
浪
花
」
に
第
四
銀
行
Ｎ
Ｙ

駐
在
員
事
務
所
の
岩
尾
さ
ん
、

全
農
Ｎ
Ｙ
支
店
駐
在
員
の
坂
田

さ
ん
、
新
潟
市
の
お
茶
屋
「
浅

川
園
」
の
子
息
で
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
会

計
事
務
所
勤
務
の
浅
川
さ
ん
、

そ
れ
に
前
会
長
の
大
坪
氏
の
４

人
が
集
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

新
潟
県
人
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新

潟
県
人
会
の
運
営
は
第
四
銀
行

が
行
っ
た
。
95
年
に
皇
后
雅
子

さ
ま
の
父
、
小
和
田
恒
氏
が
国

連
大
使
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
赴
任
し
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会

に
入
会
。
第
四
銀
行
Ｎ
Ｙ
支
店

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
撤
退
す

る
と
、
県
人
会
の
活
動
は
や
や

下
火
に
な
っ
た
が
、
地
酒
の
対

米
輸
出
振
興
を
柱
に
、
新
潟
の

蔵
元
を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
開
設
に
尽
力
し
た
大
坪
氏
が

会
長
に
就
任
し
た
。

　

現
在
会
員
数
は
約
３
５
０
人

と
海
外
の
同
県
人
会
と
し
て
は

　

新
潟
県
民
が
願
っ
て
い
た

佐
渡
島
の
金
山
が
昨
年
７
月

27
日
、
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
、
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
を
記

念
し
て
、
佐
渡
ゆ
か
り
の

１
０
０
人
が
世
界
遺
産
に
相

応
し
い
島
創
り
を
目
指
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
の
熱
き

思
い
を
綴
っ
た
本
『
佐
渡
が
島

「
新
創
造
」
へ
！
〜
世
界
の
至

宝
・
母
な
る
佐
渡
〜
』
が
発
行

さ
れ
た
。
発
起
人
は
「
佐
渡
に

感
謝
し
愛
す
る
会
」
の
平
辰
東

京
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長
。「
か

つ
て
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
日
本

を
『
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
』
と

呼
ん
だ
が
、
ま
さ
し
く
佐
渡
は

『
黄
金
の
国
・
黄
金
の
島
』
だ

と
語
る
。
帯
に
は
「
世
界
文
化

遺
産
決
定
！
佐
渡
土
、
水
、
海
、

空
気
は
ピ
ュ
ア
で
あ
り
日
本
の

宝
。『
宝
の
再
発
見
』
を
教
示

し
て
い
る
（
人
間
国
宝
・
五
代

伊
藤
赤
水
氏
）、「
佐
渡
の
自
然

と
人
、
文
化
の
魅
力
満
載
で
過

去
か
ら
現
在
、
未
来
へ
向
け
て

の
熱
情
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

て
い
る
」（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
文
化
功
労
者
・
浅
島
誠
氏
）、

「
天
地
の
恵
み
多
き
雪
月
風
花
・

佐
渡
の
未
来
に
『
光
』
を
放
珠

玉
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
集
」（
第
22

代
文
化
庁
長
官
・
文
化
功
労
者
・

宮
田
亮
平
氏
）
が
帯
に
発
刊
の

祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

最
大
の
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。

毎
年
、
新
年
会•

春
の
花
見
、

夏
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
、
秋
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
新
潟
県
か
ら
来
た
ゲ

ス
ト
を
囲
み
随
時
歓
迎
会
を
行

っ
て
い
る
。
県
人
会
長
の
出
身

地
で
も
あ
る
同
県
内
南
魚
沼
の

中
高
生
を
一
昨
年
か
ら
毎
年
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、Ｎ
Ｙ
に
招
き
、

県
人
会
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
る
な
ど
、
県
人
会
の
日
米

交
流
も
盛
ん
だ
。

　

昨
年
10
月
27
日
に
は
、
同
県

人
会
創
立
35
周
年
記
念
式
典
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
花
角
英
世
知
事
は
じ
め

林
茂
男
・
南
魚
沼
市
長
、
二
階

大坪氏は名誉会長として補佐役へ

NY 新潟県人会

故
郷
と
Ｎ
Ｙ
結
ぶ
か
け
橋
に

　
【
ご
挨
拶
】

堂
馨
・
新
発
田
市
長
、
宮
田
亮

平
・
東
京
新
潟
県
人
会
会
長(

元
東
京
芸
術
大
学
学
長
・
前
文

化
庁
長
官)

、
馬
場
幸
夫
・
新

潟
日
報
社
常
務
取
締
役
、
酒
井

昌
彦
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総
合
テ
レ

ビ
代
表
取
締
役
社
長
ら
県
有
力

者
が
ズ
ラ
リ
顔
を
並
べ
た
。
Ｎ

Ｙ
側
も
山
﨑
和
之
国
連
大
使
、

森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、

三
浦
聡
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

長
ら
ゲ
ス
ト
と
在
米
県
人
の
総

勢
１
０
５
人
が
参
加
し
た
。

　

今
後
は
、
大
滝
新
会
長
を
中

心
に
、
故
郷
新
潟
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
の
交
流
を
さ
ら
に
盛
ん

に
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
考
え

だ
。

　

１
９
８
９
年
10
月
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

に
、
私
を
含
め
て
4
人
の
新
潟
県
人
が
集
ま
っ
て
始
め
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
は
、
現
在
会
員
数
は
３
５
０
名
に

達
し
、
海
外
に
お
け
る
県
人
会
と
し
て
は
最
大
規
模
に
発
展

し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
花
角
英
世
新
潟
県
知
事
、
宮
田
亮
平
東
京

新
潟
県
人
会
会
長
始
め
新
潟
県
の
政
財
界
の
要
人
50
名
を
お

迎
え
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
創
立
35
周
年
記
念

式
典
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
は
発
足
以
来
35
年
間
に
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県

人
会
を
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
大
滝
哲
生

君
（
36
）
に
会
長
に
就
任
し
て
貰
い
、
私
は
名
誉
会
長
と
し

て
大
滝
新
会
長
を
補
佐
し
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。

　

大
滝
哲
生
新
会
長
の
元
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
の

益
々
の
発
展
を
、
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

大
坪 

賢
次

海
外
最
大
の
県
人
会
に

創
立
35
周
年
経
て
新
会
長
に
大
滝
氏

花角知事からNY新潟県人会旗が寄贈 （昨年 10月）

新潟の中高生を招いて日米交流（昨年８月）

新
年
会
で
会
員
か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
る
大
坪
前
会
長

握手する大坪前会長（左）と大滝新会長

盛大に NYで開催された 35周年記念式典（昨年 10月）

世界文化遺産決定を祝い

 黄金の島、佐渡を語る
　島ゆかりの100人が寄稿し出版




